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日頃、仙台市の文化財保護行政に対 しましてご理解 とご支援をい

ただき、感謝申し上げます。

仙台市内には約800ケ 所の遺跡が存在 し、それ らの遺跡にかかわ

る開発計画などは年間300件近 くにな ります。それ らの計画に姑 し

ては、それぞれの工事内容に応 じて文化町保護法の定めにより、工

事立会や発掘調査 を実施 しているところです。

本書では平成13年度に実施いたしました発掘調査の中から、比較

的小規模なもの11件 をまとめてご報告 してお ります。

先人たちの遺 した貴重な文化遺産を保護 し、保存活用 を図 りつつ

次の世代 に継承 してい くことは、現代 に生 きる私たちにとって大 き

な責務であると考えてお ります。文化財の保護につ きましては、地

域の皆様方の深いご理解 とご支援が必要であ ります。その意味でも

今回ご報告する内容が、、地域の歴史を知る上での貴重な資料 とな

り、学術研究にとどまらず、学校教育や生涯学習の場で大いに活用

されることを願ってお ります。

調査並びに本報告書の刊行に際 しまして、ご協力、ご助言をいた

だきました多 くの方々に、深 く感謝申し上げます。

平成14年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例     言

1.本書は、民間開発事業に関わる小鶴城跡 。洞ノロ遺跡 (第 8次調査)。 北屋敷遺跡 (第 3次調査)・ 高田A遺

跡 (第 2次調査)。 郡山遺跡 (第 139次調査)。 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)・ 富沢遺跡 (第 121次調査)、 国

土交通省事業に関わる郡山遺跡 (第141次調査)、 個人専用住宅建設に関わる高田A遺跡 。富沢館跡の発掘調査

報告書及び、都市計画道路改築に関わる陸奥国分尼寺跡 (第 10次調査)の発掘調査概要である。

2.上記の発掘調査は、仙台市教育委員会が主体となり、仙台市教育局生涯学習部文化財課が担当した。

3.陶磁器の鑑定は、仙台市博物館主査 佐藤洋氏に依頼 した。

4.本調査における出土遺物・実測図・写真等の資料は、仙台市教育委員会文化財課で保管しているので活用され

たい。

凡     例

1.本書中で使用 した地形図は、国土交通省国土地理院発行の1:2500仙 台・仙台北東部の一部および、仙台市が

作成した都市計画図の一部を使用している。

2.本書中の上色の記述は、F新版標準土色帳』 1/Jヽ 山・竹原 :1973)に よる。

3。 図中の水糸高は、標高である。

4.図 中の方位は、真北である。なお、磁北は真北より7° 20′ 西偏する。

5。 本書で使用 した遺構略号は以下のとおりである。

SBI建物跡  SDi溝 跡  SK:土 坑  P:ピ ット・柱穴  SX:性 格不明遺構

6.本書で使用 した遺物略号は以下のとおりである。

A:縄文土器   B:弥 生土器  Ci土 師器 (ロ クロ不使用・・・非ロクロと略称)

D:土師器 (ロ クロ使用)  E:須 恵器  I:陶 器  J:磁 器  K:石 器・石製品

L:木製品  N:金 属製品  P:土 製品  T:赤 焼き土器
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1 小鶴城跡

1 小 鶴 城 跡

1 調査要項

遺  跡  名 小鶴城跡 (01194)

調 査 地 点 仙台市宮城野区新田 3丁 目35-1

調 査 原 因 共同住宅の建設

調査対象面積 307ポ

調 査 面 積 99だ

調 査 期 間 平成13年 7月 23。 24日 、 8月 28～ 30日

調 査 主 体 仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員 主査 吉岡恭平  主事 渡部 紀

教諭 豊村幸宏  文化財教諭 吉田和正

申 請  者 佐藤 勉

調 査 協 力 日本住宅株式会社泉中央支店

2 遺跡の位置 と環境 (第 1図 )

小鶴城跡は仙台市の東部、宮城野区新田に所在しており、東仙台駅より900mほ ど北東の低い丘陵地に位置する。

「仙台領古城書上」には、小鶴村の「平小鶴城」として東西60間、南北36間 と、小鶴村「風土記」には「古館」

として、竪38間、横27間 と記録されている。小鶴城の本丸は屋舗とよばれる低地より少し西寄りに当たる「伝上山」

というやや高い丘の上にあったと言われている。また、丘陵を取り巻く形に幅5mに及ぶ水濠があつたと言われて

おり、その名残が本丸の西側や北側に見られる。 (注 1・ 写真20)

第刊図 遺跡の位置 (1/25,000 第2図 調査区の位置 (1/2,500

3 調査に至る経過 と調査方法 (第 2・ 3図 )

当該地において佐藤勉氏より共同住宅の建築が計画されたため、仙台市教育委員会は申請者と協議のうえ、まず

確認調査を行い状況に応じて引き続き調査を行うこととした。調査は、既存建物の解体工程にあわせて2度に分け

たものとなった。

前半の調査は、計画建物の東半部に東西に長い 4× 8mの トレンチを設定した。現地表より約80cm下で溝など

の遺構が確認されたため、引き続き調査を行った。

後半の調査は、計画建物の西半部に東西に長い3.5m× 10.5mの トレンチを設定した。現地表より約60cm下 で再

び溝などの遺構が確認されたため、北側に1.5m、 東に3m幅で4.5m拡張し、引き続き調査を行った。



1 小鶴城跡

4 基 本 層序 (第 4図 )

基本層序は 5層確認した。現地は厚さ70～ 80ctll

の盛上がなされている。遺構の検出は、Ⅳ層のオ

リーブ褐色砂質シル ト層上面で行ったが、壁面で

確認できる遺構の掘 り込み面はⅢ層上面である。

また、東半と西半では基本層の上色が若千異な

っている。

5 発 見遺構 と出土遺物

SDl清跡 (第 4・ 6図 )

調査区東側で西側の岸を検出した。現況幅 4m、

深さ215cmで、方向はN3° Wである。壁は途中

に段をもつ。堆積土は12層 に分かれる① l層 と5

層は基本層ブロックが多 く混じっており、人為的

に埋められたと考えられる。 6層 まで埋没した段
第3図 調査区配置図

階で一度整地され、また、溝がほぼ埋まった段階でさらに整地されたものと推定される。

遺物は、堆積土上層 (1～ 4層 )から18世紀後半と考えられる肥前染付皿片と、19世紀頃かと考えられる堤焼楯

鉢片が出土 している (第 6図 1・ 2)。 下層からは遺物は出土していない。

SD2溝跡 (第 4・ 5図 )

西半に位置する。 SD3溝跡より新 しい。幅6.8m、 深さ2.2mで 、方向はN5° Eである。断面形は逆台形で、

底面幅は約80cmと せばまる。堆積土は 6層 に分けられ、自然堆積 と考えられる。遺物は出土 していない。

SD3溝跡 (第 4・ 5・ 6図 )

SD2溝 跡より古 く、 SD5溝跡より新 しい。幅100cm、 深さ60clllで 、方向はW19° Sか ら曲が り、 SD2に平

行する。断面形はV字形で、中央がくぼむ。堆積土は 4層 に分けられるが、いずれも基本層のブロックが多 く混じ

ってお り、埋め戻された可能性が高い。 1層 より砥石が出土している (第 6図 3)。

SD4溝跡 (第 4・ 5図 )

幅120cm、 深さ約90clllで 、方向はN17° Wである。断面形はV字形である。堆積土は 3層 に分けられ、 1・ 2層

に基本層のブロックが多 く混じっており、埋め戻されている可能性が高い。 SD3溝跡より古いと推定されるが、

堆積上の 1層 とSD3溝跡の堆積± 2層は類似してお り、同時期に埋め戻された可能性も考えられる。遺物は出土

していない。

SD5溝跡 (第 4図 )

SEl井 戸跡より新 しく、 SD3溝跡より古い。幅90cm、 深さは1lclllと 他に比べ浅 く、方向はN7° Wである。

堆積土は 1層で、にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質シル トである。

SEl井戸跡 (第 4・ 5図 )

直径は170c皿以上の円形で、深さは110cmで ある。堆積土は 4層 に分かれ、自然堆積と考えられる。遺物は出土し

ていない。

SKl土坑 (第 4・ 5図 )

SDl溝 跡より新 しい。長さ120cm、 幅55cm以上の楕円形と考えられ、深さは13cmである。堆積土は粘土層の中

間に炭の層がはさまる。遺物は出上していない。



Ｐ
４ 　 　 　 　 　 Ｐ
５ ０ 　 　 Ｐ
ｌ

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 5
m

卜中
い ―
――
いい
一 ¬ 「

~~
~~
~~
~~
■

~~
~~
~―
――
― T

~~
~~
~―
――
― 「

~~
~~
~―
――
→  

(1
/1
00
)

Ｐ 　 う 融 導 瞬

土
 

色
土
 

性
備
 

考

I
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)

日
表

上
、
西

半
で

は
オ

リ
ー

プ
黒

色
(5
Y2
/2
シ

ル
ト

)

Ⅱ
黒
褐

色
(2
5Y
3/
2)

I層
よ
りや

や
硼
る
い
、 炭

化
助
温
じ
る
、 西

半
で
は
オ
リ
ー
1/
1色

(N
V2
)粘

土
質
シ
ル
ト

Ⅲ
ミ
褐

色
(1
0Y
R3
/2
)

F部
に
V層

上
の
小
ブ
ロ
ッ タ
が
混
じ
る
、西

半
dよ

黒
楊
色

(2
5t
32
1粘

と
質
シ
ル
ト

V
ト
リ
ー
プ
褐

色
(み
5Y
4/
4

砂
質

シ
ル

ト
巨色

(1
0Y
R4
/4
)と

が
部
分
的
に
幕
を
、 西

半
t・

lよ
褐
色

(1
0Y
R4
76
)粘

土
質
シ
ル
ト

島
灰

色
(7
5Y
6/
1)

粘
 

土

~~
  
  
  
 (
1/
60
)

SD
l溝

跡

No
土
 

色
土

性
備
 

考

I
灰

色
(1
0Y
5/
1)

粘
土

2
灰

色
(5
Y4
/

粘
土

質
シ
ル
ト

3
灰

色
(5
Y4
/

砂
質

シ
ル
ト

4
灰

色
(5
Y4
/1

粘
 

土

5
緑

灰
色

(7
5G
Y5
/1
)

粗
秒

と
粘

上
の
ブ
ロ
ッ
ク
状

混
在

、人
為

堆
積

層

6
黒

褐
色

(1
0Y
貶

/3
)

粘
 

土
植

物
遺

体
多

く
混

じ
る

7
灰

色
(5
Y4
/1
)

粘
 

土
し
ま
り
あ
り

8
オ
リ
ー
プ
黒
色

(5
Yν

2
砂

質
シ
ル

ト
基

本
層

Ⅳ
・
V層

ブ
ロ
ッ
ク
多

く
混

じ
る

9
オ
リ
ー

ブ
黒

色
(5
Y3
/1

粘
土

質
シ
ル

ト
下
部
に
基
本
層
Ⅳ

V層
プ
ロ
ッ
ク
わ
ず
力ヽ

こ 混
じ
る

黄
灰

色
(2
5Y
4/
1)

粘
 

土
粘

性
強

い
、 植

物
遺

体
や

や
多

く
混

じ
る

黒
褐

色
(2
5Y
3/
1)

粘
土

質
シ
ル

ト
V層

以
下

の
基

本
層

大
カ

ッ
ク
混

じ
る

灰
オ
リ
ー
ブ
色

(5
Y5
/3

砂
質

シ
ル

ト
H層

土
プ

ロ
ッ
ク
混

じ
る

第
4図

 
遺

構
平

断
面

図



l 小鶴城跡

�
SKl土坑

ド

0            2m     SEl井
戸跡

― ―

          (1「 氏 )

SD4溝跡

第5図 遺構断面図

0                       10cm
(1/3)

D.                     ,D

SD3溝跡

1

2

4

SD2挿罰亦

土 色 土性 備  考

1 黄褐色(26Y5れ
粘性あり、しまりややあり、中位に厚5～ 10cmの 灰褐色 (10YR4/2)

土層がありその下がグライ化している、炭片 酸化鉄斑 砂粒混じる

2 え色 (75Y4/3 粘 土 古性あり、しまりややあり、中央部に緑灰色(獅GYyl)粘土カック混じる、炭片説化扶猛マンガン池混じる

3 巣褐色(10YR3ρ 粘 土 古性ややあり、しまりあり、明黄褐色(1叫R6/6)ン ル彬中ック混じる、炭片.酸化鉄斑マンガン通混じる

オリーブ灰色(5GYV〕 粘 土 粘性あり、しまりややあり、炭片・酸化鉄斑混じる

5 責灰色(25Y4/1 粘 土 脂性あり、しまりなし、4層ブロック混じる、炭片・酸化鉄斑 植物遺体混じる

6 黒褐色QoY貶 /2 粘 土 告性あり、しまりなし、黄褐色(25Y4/1)粘 土カ ック層状に混じる、炭片植物遺体混じる

土  色 上 性 備  考

1 暗褐色(1叫 R3ん 粘 土 灰白色(25Y8/3)シ ルト大ブロック多く混じる

2 灰白色(10YR7/1) 粘 土 ガラス質粒 酸化鉄粒 基本層プロック混じる

3 褐灰色(10YR6/J 砂

SKl土坑

土  色 土性 備  考

1 辰費褐t(lCYM2) 粘 土 しまりなし、オリーブ色 (5Y5/4)粘 土プロック少量混じる

2 え化物層

3 禍灰色(10Y財 1) 粘土
SD3溝跡

土  色 土性 備  考

1

2 星褐也(loY記 ノ3 描土質シルト粘性ややあり、しまりややあり、灰白色(75Y8/2)粘 土の径2～ 10cmプ ロック多く混じる

3 粘 土 粘性あり、しまりあり、明黄褐色(10YR70シ ルト質粘土如 ック多く混じる、マンガン池混じる

4 粘 土 粘性あり、しまりあり、明貨褐色(10Y醐 /6)シ ルト質粘土カ ック混じる、酸イヒ鉄斑混じる

SEl井 戸跡

土  色 土 性 備 考

1 暗褐色(10YR3れ シルト 炭片 基本層Ⅳ層プロックわずかに混じる

2 黒褐色(25Y3カ 粘 土 しまりなし、基本層ブロックわずかに混じる

3 零褐色(1側 R3/2 下部に基本層ブロック多く混じる

零褐色(10YRγ 2 占土質シル しまりなし

番号 遺構・層位 種別・器種 特  徴 産  地 年  代 残  存
量 (卿 )法

写夏図版 登録香号
日 径 低 径 器  高

1 SDl 染付・皿 蛇の日高台 肥 前 18C後 半 日緑部ン8 (124) 385 I-2

2 SDl 悟 鉢 鉄 釉 晃 I-1

第6図  出土遺物

番号 遺構 層位 種別 器種 特  徴 長さ(cm) 幅 (cl l) 厚さ(cm) 重量 (g) 石材 写真図版 登録番号

3 SD3■層 砥 石 750 K-1



1 小鶴城跡

ビッ ト (第 4図 )

5基発見された。ピット2・ 3・ 4については、柱痕跡が確認

できたことから、柱穴と考えられる。ピットからの出土遺物はな

い。

6 まとめ

今回の調査では、溝跡 5条、井戸跡 1基、土坑 1基、ピット5

基が発見された。各遺構の時期決定資料がないことから、明確な

所属時期は不明である。検出された溝跡のうち、 SDl。 2溝跡

は、大規模で深いものであることから、小鶴城跡の堀跡の可能性

が考えられる。

現況では調査区の東側が小高 くなってお り (頂部に社あり)、

さらに東の丘陵 (紫桃氏の著書で本丸とされている地点)と の間
第7図 堀跡の位置 (1/2,500

が堀状にくぼんでいる (第 7図 )。 調査の結果、この堀状のくばみの西側でさらに2条の堀の存在が確認された。

ただし、堀の所属時期、および同時期に3条の堀が存在していたかどうかは、調査の過程からは判断し得なかった。

(注 1)紫桃正隆 (1974)『史料仙台領内古城・館 第四巻』
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写真3 東部遺構検出状況 (東 より)
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ピッ ド4断面 (東 より) 写真10 西部遺構検出状況 (北西より)

写真刊1 西部遺構検出状況 (南 より) 写真12 西部遺構完掘状況 (北西より)
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写真17 SD3断面 (西 より)

写真20 堀跡の現況 (北 より)



2 洞ノロ遺跡 (第 8次調査)

調査要項

遺  跡  名 洞ノロ遺跡 (01372)

調 査 地 点 仙台市宮城野区岩切字観音前51-1他

調 査 原 因 宅地造成

調査対象面積 17426ポ

調 査 面 積 300だ

2 洞ノロ遺跡 (第 8次調査 )

調 査 期 間

調 査 主 体

担 当 職 員

申  請  者

調 査 協 力

確認調査 平成13年2月 22日

本 調 査 平成13年 11月 1日 ～27日

仙台市教育委員会 (文化財課)

主査 吉岡恭平  文化財教諭 吉田和正

永野タケ子

大和ハウスエ業株式会社仙台支店

2 遺跡の位置 と環境

洞ノロ遺跡は仙台市北東部の宮城野区岩切地区に位置し、西

辺を県道仙台松島線が通り、南辺には七北田川が流れている。

本遺跡は七北田川北岸の自然堤防と後背湿地に立地している。

本遺跡の調査は平成 4年から始まり、今回の調査が第 8及調査

となる。現在自然堤防部分は宅地イとが進んでおり、後背湿地部

分についても、以前は水田が広がっていたが、 1次調査以降造

成が進み、現在では本調査区を含めたわずかな地域に水田が残

るのみである。

3 調査に至る経過 と調査方法

平成12年 12月 15日 付で、当該地における宅地造成および宅地

分譲地の地盤改良工事に伴う協議書が提出された。この場所は

以前洞ノロ遺跡隣接地であったが、試掘調査を実施した結果水田と判断される層が確認された。そこでこれまでの

遺跡範囲を拡大し、当該地を本調査対象とした。平成13年 10月 5日 付で発掘届が提出されたことを受けて、平成13

年11月 1日 より本調査を行った。試掘調査で発見された水田層は、第 1次調査、第 3次調査で検出された水田層に

連続するものと推定されることから、水田域の広がりを確認するため、調査地域内の中央部、東部、西部、北西部

にそれぞれ調査区を設定し、順に 1区、2区、3区、4区 とした。調査区の大きさは、1区が約40m× 6m(240ど )、
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第1図  遺跡の位置 (1/25,000)
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第2図 調査区の位置 (1/2,500)



2 洞ノロ遺跡 (第 8及調査)

2区、 3区、 4区がそれぞれ約2m× 10m(20ど )である。

調査は中世以前の層を対象とした。各調査区ともまず現代の耕作土を重機で除去し、その後、断面観察用と排水

用に調査区片側に長軸方向で、幅約 lm、 深さ約 lmの側溝を重機で掘削した。 1区 は断面観察と試掘調査のデー

タから重機で 4層中まで除去し、その後は人力で水田面、遺構面を確認しながら掘 り下げた。 2区、 3区、 4区に

ついては試掘調査のデータをもとに、中世水田と考えられる層の上面まで重機で掘 り下げた。

1区での精査は 5層、 6層の計 2面で実施している。 2区、 3区、 4区は中世面と考えられる 1面にとどめ、あ

とは断面調査のみを行った。

4 基本層序

各調査区とも、現水田耕作土以下、灰色系粘土～粘土質シル ト、黒色粘土、グライ化 した砂質シル ト～細砂 とな

る傾向は共通である。 しかし、それぞれ40m～ 150m離れてお り、部分的にしか認められない層も存在することか

ら各区の基本層序を明確に対応させるのは困難であったため、各区ごとの層名としている。以下では 1区を主に記

述し、 2～ 4区は土層注記表を参照されたい。

(1)1区

1層から5層 までは、層の下面の乱れが顕著であり、下層の巻き上げも認められるという特徴から、水田耕作土

と判断された。 6層 はa,b,cに分層 したが、必ずしも層の上下関係を示 したものではない。 6a層 は緩やかな下面の

起伏があること、畦畔状高まりが認められることなどから水田耕作上の可能性があると考えられたため、プラン

ト・オパール分析を行った。その結果、高密度の数値が得られたことから、水田耕作土と考えられた。7層以下は

自然堆積層である。なお、 4層は非常に粘性の強い層で、各区に認められ、対応関係の鍵層となった。

1  層 10YR4/1褐 灰色粘土質シル ト。厚さは20cm前後で下部に酸化鉄が集積する。現代の水田耕作土である。

2  層 2.5Y4/1黄灰色粘土質シル ト。厚さは～6cmと 薄く部分的に 1層 に壊されている。上部には酸化鉄が集積

し、マンガン粒を多 く含み、砂粒をやや含む。下面に緩やかな起伏がある。

3  層 2.5Y5/2暗灰黄色粘土。厚さは6～ 10cmで粘性がある。

4  層 2.5Y5/2暗灰黄色粘土。 3層 よりやや暗 く粘性がかなりあり、 しまりはない。厚さは20～26cmで管状酸

化鉄がやや多 く下面の凹凸も顕著である。

〆
|

第3図 調査区配置図
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2 洞ノ回遺跡 (第 8次調査)

5  層 2.5Y4/2暗灰黄色粘土。厚さは30～ 40clllで 管状酸化鉄がやや多 く、下面の凹凸も顕著である。

6a 層 2.5Y3/1黒 褐色粘土。厚さは10clll前後で下面に緩やかな起伏がある。

6b 層 2.5Y3/1黒褐色粘土質シル ト。 6a層 に類似 し、土色はやや明るく管状酸化鉄を多量に含む。この部分に

のみ存在する。

6c 層 2.5Y2/1黒色粘土、5GY4/1暗 オリーブ灰粘土質シル トの互層。自然堆積層でこの部分にのみ存在する。

6a層の擬似畦畔の可能性が考えられる。

7  層 2.5Y2/1黒色粘土。厚さは30～40cmで 自然堆積層である。10YR4/2オ リーブ灰色の薄い粘土層を数枚含

んでいる。

8  層 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色細砂。自然堆積層でやや粘性がある。

(2)2区

1層から10層 まで確認した。 1層から7層 までは層の特徴から水田耕作土と判断された。 8層 については水田耕

作上の可能性が考えられたため、プラント・オパール分析を行い、その結果から水田耕作土と判断された。 1区 と

の対応関係については、 3層が 1区 4層、 4・ 5層が 1区 5層、 7層が 1区 6層 に対応する。

(3)3区

1層から8層 まで確認した。 1層から5層 までは層の特徴から水田耕作土と判断され、 6層が水田耕作土の可性

がある。 3層から8層はSD 2を挟んで西側に層を厚 くしながら傾斜する。とくに 8層 は大 きく傾斜 し7層が西側

のみに厚 く堆積することから、下位に大きな自然流路の存在が予想された。 4層が 1区 4層、 5層が 1区 5層、 6

層が 1区 6a・ 7層、 8層が 1区 8層に対応する。

(4)4区

1層から8層 まで確認した。 1層から4層は層の特徴から水田耕作土と判断され、 5層が水田耕作上の可能性が

ある。 3層 は 1区 4層、 4層 は 1区 5層、 5層は 1区 6a層 、 8層が 1区 8層に対応する。また、 7層が 3区 7層

と類似 しレンズ状に厚 く堆積することから、 3区から連続する自然流路が下位に存在すると考えられる。

5 発 見 された遺構 と遺物

平面的に精査した 1区および平面プランを確認した 3区・ 4区の遺構についてのみ記述する。また 1区では今回

調査対象 とした 5層、 6層 についてのみ記述する。

(1)1区

5層検出遺構

畦畔状高まりを 1条、かなり大規模な土坑状の遺構を2基、さらに土坑 1基を検出した。

水田跡 畦畔状高まりは調査区東端部で検出された。ほぼ現代水田の畦畔の位置と一致 し、方向はN2° E、 幅75

～90cm、 比高差は 5 cm前後である。東側が 4層での耕作により深 く攪拌されていることや、高まりの上面に 4層が

あまり存在 しないことから、この畦畔状の高まりは 4層水田跡の擬似畦畔の可能性が考えられる。

SXl性格不明遺構 調査区南西端に位置し、他の遺構 との重複はない。調査区南端と側溝にかかっていることか

ら平面形を推測することは難しく、検出部分においても不整形である。規模は、長軸6m以上、短軸4m以上であ

る。深さは約lmで底面はほぼ平坦であるが、一部で15cm前後の段差を検出した。また、底面壁際から籾殻が出

土している。堆積± 1層 は人為堆積上であり、上部15cm内 に酸化鉄が集積する。掘 り込み層については明確には

わからないものの、基本層 4層 に極めて類似 したブロックが堆積± 1層 に見られることから、基本層 4層中のも

のと考えられる。土器等の出土遺物はない。
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2 洞ノロ遺跡 (第 8次調査)

SX 2性 格不明遺構 調査区東部に位置 し、調査区北端にかかっている。平面形は方形 と考えられ、規模は長軸

4.3m、 短軸ユ.4m以上である。深さは約lmで底面はほぼ平坦である。堆積土は人為堆積土であり、 SXlの堆積

土と共通する。出土遺物はない。

SKl土坑 調査区北東に位置し、調査区北端にかかっている。他の遺構 との重複はない。平面形はほぼ楕円形と

推定され、規模は、長軸2.2m、 短軸1.9m、 深さ60cmである。底面はほぼ平坦である。堆積± 1層 は人為堆積土

と考えられ、堆積± 3層 を除く2層から6層 までは粘性はあるが、しまりがなくレンズ状に堆積する。出土遺物

はない。土坑の性格を考えるため寄生虫卵分析を行ったが、肥溜め等の結果は得られなかった。

6層検出遺構

6層では東端部で、畦畔状の高まりを 1条、溝を1条、ピット1基を検出した。畦畔状の高まりは、 5層畦畔の

西側に沿う形で確認され、方向は 5層畦畔とほぼかわらないN3° Eで、幅は約80clllで ある。また、西側にはS

D-1が沿うように南北にはしる。畦畔状の高まりがあること、また、プラントオパール分析の結果から、 6a層

は水田跡と考えられる。

SKユ

1

土

イ
ξ
ｏωぎ

と

SXl性格不明遺構

No 土 色 土性 備 考

褐灰色(げrRVl)

黒色 (25Y2/1)

オリーア灰色(lWqυ9)

粘土

粘土 塾墓影1墟
凹れ

中位に掲灰色 (10YR71)粘 土多く混じる、上部に厚 15cll酸化鉄集積

禍灰色(loYR4/1) 砂 しまりなし、黒色(25Yノ 1)粘上の径2cmプロック少量混じる

SX2性格不明遺構

土  色 土性 備  考

1 褐灰色(10YRVl

黒色 (25Y〃E

オリープ灰色(1ば的り

粘土

粘土 肇要奏多1輯呻
中位に褐灰色(10YR4/1)粘 土多く混じる、上部に厚15cal酸化鉄集積

SKl土坑

土  色 土性 備  考

I 灰色 (5Y4/1) 粘 土 しまりなし、黒色(25Ⅵ″1)粘土
‐
/uック多く混じる、浅黄色(77Y7′ $土の径4cロプロック混じる

2 灰色 (75Y4/1 粘 土 しまりなし

3 灰色 (5Y4/1) 枯土 ま́りなし、黒色(2うⅥ″1)粘 上の径1～痴カックとオリーブ灰色loY認)砂質シルトのll輸 /1ックが混じ

4 オリーブ鼻色(5望説 粘 土 しまりなし

5 オリけヴ阜色(75Y3/1 粘 土 しまりなし

6 黒色 (25Y2/1 粘 土 しまりややあり、オリーブ灰色(10Y5/2)上 の径3～5clν泊ック混じる

第5図  1区 遺構 平断面図



2 洞ノロ遺跡 (第 8次調査)

SDl清跡 調査区東部に位置 し、方向はN3° Eで ほぼ真北である。調査区外に延びてお り、検出されたのはそ

の一部である。上幅は1.9m、 底面幅は1.1～ 1.4mである。深 さは南壁断面で40～50cmで ある。南壁断面ではこの

溝の中に段差がみとめられるが、検出段階では確認できなかった。堆積土は 1層 で、 6a。 7層 に類似 している。

SX2と 重複関係にあ り、 SX2に 切 られる。

ビッ ト1 調査区北部SD l底面で検出した。SD l、 SX 2と重複関係にあ り、 SX2よ り古い。

上幅で直径が約 50clll、 下幅の直径が 10cm、 深 さが58cmである。堆積土は 2層 に分かれ、上層はSD lと 同 じであ

る。

出土遺物はなく、年代は不明であるが、堆積土の状況からSD lと ほぼ同時期 と考えられる。

出土遺物

出土遺物は、すべて基本層中から出土しており、遺構の年代を特定するものはない。基本層 4層中から白石窯系

の中世陶器片が 1点出上した。鉢の底部と推定される。年代は13世紀後半から14世紀前半と考えられるが詳細は

不明である。 5層中からは須恵器の郭の底部が出土した。 6層 中からは内面が黒色処理された土師器郭の底部が

1点出土した。

プラントオパール採取地点
▼

ド れ名lm

く匠≡≡霊≡薯萱垂弄量4
為70m

4区南壁

第6図 2・ 3・ 4区 平断面図

監匪 5m
~              (1/200)

採取地点

当 70m

3区南壁

SD2挿写,亦

土  色 土性 備  考

I え色 (■5Y4/1 細 砂 黒褐色砂質シルト・灰色粘土・灰オリーブ砂のブロックが多く混じる、人為堆債か?

2 「リーブ黒色に5Yyl) 粘土 しまりなし、下部にむかい砂質増す

3 「リーブ黒色9留Vn 粘 土 灰色 (75Y4/1)上のラミナ状になる

SD3溝跡

土  色 土性 備 考

1 灰色 (75Y4/1 粘 土 しまりなし、黒褐色(25Y3/1)砂質ンルトプロック混じる

2 オリーブ黒色(5Yyl 粘 土 粘性強い、しまりなし、下部は細砂とラミナ状

3 オリーブ黒色(5Yyl 粘 土 しまりなし、赤黒色(25YR2/1)粘 土ブロック多く混じる
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(2)3・ 4区

3区、 4区 ともに断面調査のため、発見遺構は平面でのプランのみを確認し、完掘はしていない。いずれの調査

区でも溝を 1条ずつ検出した。遺構に関わる遺物は出土 していない。

SD2溝跡 3区中央部で検出した。方向はN27° Eで調査区外に続いている。

上幅は2.2m、 下幅は1.3m、 深さは約1.2mで ある。底面はほぼ平坦である。堆積土は 3層 に分かれいずれも自然

堆積層と考えられる。

SD3清跡 3区中央部で検出した。N15° Eで調査区外に続いている。上幅は1.5m、 下幅は約0.8m、 深さは約0.9m

である。堆積土は 3層 に分かれいずれも自然堆積層と考えられる。

6 まとめ

1 各区で水田耕作土が重層的に確認された。 1区では 2～ 6a層 の 5期、 2区では 2～ 8層の 7期、 3区では～

5層 の 4期、 4区では 2～ 4層の 3期である。また、 3区 6層、 4区 5層 も水田耕作上の可能性があり、ともに

1区 6a層、 2区 7層 に対応することからその蓋然性が高いと考えられる。

2 各区の層の対応および 3次調査区との対応、時期をまとめたのが以下の表である。

ユ 区 2  区 3  区 4  区 3次調査 時  期 層 の 特 徴

4層水田 3層水田 4層水田 3層水田 Ⅳ層 中世 灰色粘土系で粘性が極めて強い

4層水田

5層水田 5・ 6層水田 5層水田 4層水田 Ⅳ層 中世～古代

6a層水口 7層水 田 6層水田 ? 5層本田 ? V層 古代 黒色系粘土

8層水田

7層 9層 7層 7層 Ⅶ層 自然堆積層、互層

8層 10層 8層 8層 Ⅶ層 グライ化した砂質土

3 1区では畦畔状遺構を5層上面と6a層上面で検出したが、前者は4層 に伴う擬似畦畔で、後者は6a層水田に

伴うものと考えられる。また、 6a層で検出したSDlは堆積土が 6a。 7層 に類似していることから、流路とい

うよりも畦畔に沿って深く耕作された溝状の痕跡である可能性が考えられる。

4 1区 5層上面で検出したS Xl、 S X2については水田に関係する遺構であると考えられるが、機能については

不明である。 1次調査でも大規模な土坑状の遺構が発見されているので、 1次調査の調査成果をも含めた検討が

今後必要と考える。

5 3区、 4区で検出されたSD2、 SD3は方向、形状、堆積土の状況を対比すると同一の遺構である可能性が

ある。1区の 4層 に対応する層が検出面となることから、中世以降の年代が想定される。下位に自然流路がある

ことから、流路の出来やすい地形を利用した、水田耕作に関わる溝跡の可能性が考えられよう。

参 考

仙台市文化財調査報告書第253集 (2001)「 洞ノロ遺跡 (第 3次調査)」 F八木山緑町遺跡ほか発掘調査報告書』仙台市教育委員会
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2 洞ノロ遺跡 (第 3次調査)

0                       10clll
~~      (ユ /3)

写真 3 1区 5層上面全景 (西 より)

写真 1 出土遺物

番号 遺構・層位 種  別 外  面 内   面 残  存
法 量 (cln)

写真図版 登録番号
口 径 祇 径 器  嵩

ユ 1区・5層 須恵器杯 ヨクロナデ、回転糸切り ロクロナデ、回転糸切り 盛部:1/8 B-2

2 1区・6層 土師器杯 ロクロナデ、回転糸切り ラヽミガキ、黒色処理 氏部:完形 粥 D―ユ

3 1区・5層 赤焼土器郭 クロナデ ヨクロナデ T-1

番号 遺構・層位 種別・幕種 特  徴 産  地 年  代 残 存
法 量  (cl)

写真図版 登録番号
口 径 低 径 器  高

4 1区 J習 無釉陶器 (橋 P)鉢 内面荒れており、一部にスリ面がみられる ζ石窯ヌ 13C後半～14C前 半

5 4区壁 無釉陶器鉢 在 地 中世 ユー1 I…2

写真4 1区 基本層序 (北より) 写真 5 1区 5層畦畔確認状況 (南 より)
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1区SX2完掘状況 (西 より)

写真12 1区SKl完掘状況

写真 6 1区 5層上面検出状況 (南 より)

写真 8 1区 SXl完掘状況 (西 より)

写真 7 1区 南壁断面 (畦畔部分 )

写真 9 1区 SXl断面 (東 より)

写真11 1区SX2断面 (南西より)

(西 より) 写真13 1区SKl断面 (西 より)

写真刊5 1区南壁断面 (SDlを 中心として)写真14 1区 SDl完掘状況 (北西より)
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写真司9 2区調査区全景 (南西より) 写真20 2区基本層序 (西 より)

写真21 3区調査区全景 (南西より) 写真22 3区基本層序 (北 より)

写真23 3区南壁断面 (SD2を 中心として)

写真25 4区基本層序 (北 より)

写真24 4区調査区全景 (南西より)

写真26 4区南壁断面 (SD3)を 中心 として



2 洞ノロ遺跡 (第 8次調査 )

洞ノロ遺跡第 8次調査におけるプラン ト・オパール分析

株式会社 古環境研究所

1 ,よ じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れたあとも

微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化石

を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生 。古環境の推定などに応用されている (杉 山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

洞ノロ遺跡第 8次調査の発掘調査では、複数の土層で水田耕作土が検出され、さらに水田耕作土とみられる土層

も認められた。そこで、これらの層における稲作の検証および稲作の可能性を検討するために、プラント・オパー

ル分析を行うことになった。

2 試料

調査地点は、 1区南壁東側のA地点と同西側のB地点、2区東壁北側の 3地点である。分析試料は、 1区ではA、

B両地点とも上位より暗灰黄色粘土 (5層 ,水田耕作土)、 黒褐色粘土 (6a層 )、 黒色粘土 (7層)において、 2

区では上位より黒色粘土 (7層 ,水田耕作土)、 黒色粘土 (8層 )、 黒色粘土 (9層)において各層 1点ずつの計 9

点が採取された。

3 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行っ

た。すなわち、 1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)、 2)試料約 lgに 直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添

加 (電子分析天秤により0.lmgの 精度で秤量)、 3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物処理、 4)超

音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分散、 5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去、 6)封入剤

(オ イキット)中に分散してプレパラー ト作成、 7)検鏡・計数の順である。

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に 由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ

ー ト1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料 lg中 のプラント・オパール個数 (試料 lgあ たりのガ

ラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示し

た。おもな分類群については、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あ

たりの植物体乾重,単位 :105g)を乗じて、単位面積で層厚 l clllあ たりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)

の換算係数は2.94(種実重は1.o3)、 ヨン属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48お よびクマ

ザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)は 0。75で ある。

4 結果

分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (ネ ザサ節型、

クマザサ属型、その他)お よび未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1、 図 1～ 3に

示した。主要な分類群については顕微鏡写真を示す。

5 考察

水田耕作土である 1区 A地点の 5層 と同B地点の 5層および 2区の 7層では、それぞれの試料よリイネのプラン

ト・オパールが検出されている。プラント・オパール密度は3,900～ 7,200個 /gで あり、稲作跡の検証や探査を行う
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1際の判断基準値であるa000個 /どを上まわってぃる。したがつて、これらの層については稲作が行われていた可能

性が高ぃと考えられ、プラント・オパール分析からも1区の5層 と2産の7層が水田耕作土であつたと判断されるな

また、本田耕作土の可能性が考えられていた1区の6a―層と2区の8層でも、それぞれイネのプラント・ オパール

が基準値の印00個/gを上まわる密度で検出されている。とくに1区 A地点では12,600d/gの 高密度である。こうし―

|た .こ とから|、 11区の6a層 と2区の3層についても水日耕作上である可能性が高いと判断される。なお、 1区 A地

点|の 7層からもイネの|プラント・オパールが検出されている力ヽ 密度は6∞栖/gと 非常に低いことから、これにつ―

いては二層からの混入と考えられる。

なお、おもな分類群の推定生産量 (図の右側)をみると、分析を行った各層はいずれもヨシ属が卓越しているこ

とがわかる
.。 したがって、これらの層では調査区周辺はヨンなどの繁茂する湿地であった.と推定される。なお―、ヨ

シ属1以外にもススキ属型、ネザナ節型およびクマザサ属型が多くはないが各層で検出されている。これらは粧ね乾|

いた環境を好むことから、それぞれの堆績時に調査区周辺の乾い.た所 (た とえば微高地等)にススキ属やササ類が

生育してRrhた と推定される。

6 まとめ

洞ノロ遺跡第3次調査においてプラント・オパール分析を行い、稲作の可能性について検討し.た。その結果、本

1田耕作土とされた 1区の 5層と-2区の7層では、いずれも調査地点において稲作が行わ
―
れていたと判断され、分析

的にも両層が本田跡で―あるこ―とが確認された。また、 1区の6a層 と2区の8層 についても本田耕作上である可能

性
―
が高いと判断された。

文 献

移山真二 (198の タケ亜科植物の機動細施羞酸体.富士竹類植物園報告,第31=,pm183,

移山真i C2000)植物建酸体 (プラント・オパール)・ 考古学と植物学・ 同成社,p[189‐213・

藤康宏志 (1976)プラント,オパール分析法の基礎的研魏 1)一 数種イネ科栽培植物の遊酸体標本と定量分析法―
.

考古学と自然科学,9,p.15‐29. ′

藤原宏志i形山真二 (19841プラント・オパール分析法の基礎的研究(o― プラント・オパーール分析による水函址の探査―.

考古学と自然科学,17,p73‐ 85.
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洞ノロ遺跡第 3次調査における寄生虫卵分析

株式会社 古環境研究所

1  1よ じめに

人、動物などに寄生する寄生虫の卵殻は堆積物中に残存 しやすい。人が密度高く居住すると周囲の寄生虫卵の汚

染度が高くなる。また、 トイレ遺構等の糞便の堆積物では寄生虫卵密度が高く、他の堆積物と識別することができ

トイレ遺構を確認することも可能である。さらに、寄生虫の特有の生活史や感染経路から食物を探ることもできる。

なお、この分野の研究歴はまだ浅く分析例は少ない。

2 試料

試料は、 1区において検出されたSKlの堆積物で、上位より1層、 2層、 4層、 5層、 6層 より採取された 5

点である。

3 方法

微化石分析法を基本に以下のように行った。

1)サ ンプルを採量する。

2)脱イオン水を加え撹拌する。

3)舗別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す。

4)25%フ ッ化水素酸を加え30分静置。 (2・ 3度混和)

5)水洗後サンプルを三分する。

6)三分したサンプルの一方にアセ トリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8)検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1000倍 で行う。

以上の物理 。化学の各処理間の水洗は、1500rpm、  2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという操作を

3回繰 り返して行った。

4 所見

下位の 6層からは寄生虫卵ないし明らかな消化残澄は検出されなかったが、 1層～ 5層では回虫卵、鞭虫卵が検

出され、さらに 5層では肝吸虫卵が出現した。いずれの試料も寄生虫卵密度は低いものの花粉密度は比較的高いた

め、寄生虫卵が分解されるような環境であったとは考えにくい。このことから、 SKlがいわゆる肥溜であった可

能性については、積極的に肯定することはできない。調査地は、周辺の人為環境からの汚染を若干受けていたもの

と推定される。
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2 洞ノロ遺跡 (第 8次調査)

表1 洞ノロ遺跡第 8次調査における寄生虫卵分析結果
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図1 洞ノロ遺跡第8次調査、1区 SKlに おける寄生虫卵・花粉ダイヤグラム
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3 北屋敷遺跡 (第3次調査)

1 調査要項

遺  跡  名 】ヒ屋敷遺跡 (01220)

調 査 地 点 仙台市若林区六丁の日中町7‐ 12、 作13

調 査 原 因 店舗・個人住宅付共同住宅

調査対象面積 134笛

調 査 面 積 73∬

調 査 期 間 平成13年 11月 19日 ～11月 26日

調 査 主 体 仙台市教育委員会 (文化財課)

3 北屋敷遺跡 (第 3次調査 )

担 当 職 員

調 査 参 加 者

申  請  者

調 査 協 力

教諭 豊村幸宏

文化財教諭 村上秀樹

大宮久美子 小野さよ子 刻ヽ林篤夫

佐々木瑞枝 佐藤久栄 佐藤ゆう子

佐藤リキ子 水戸智

山口渉

日本ホーム株式会社

2 遺跡の位置 と環境 (第 1・ 2図 )

北屋敷遺跡は、仙台市の東部、県道仙台塩釜線沿いにあり、仙台バイパス六丁の目交差点より東方 l kmの地点に

位置している。標高は約 5mである。仙台市街地東部の地形を見ると、七北田川、広瀬川によって形成された「宮

城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野がみられ、自然堤防、後背湿地、浜堤が広がっており、旧河道も観察される。

遺跡は自然堤防上に立地している。

本遺跡周辺の旧地名は、「六丁の目字北屋敷」であるが、周辺にも「明屋敷」をはじめ「屋敷」「鹿子屋敷」「中

屋敷」酵し屋敷」「高屋敷」「新屋敷」「原屋敷」「伊藤屋敷」「神屋敷」「下屋敷」「笹屋敷」など、屋敷を表す地名が

多数見られる。このことから、かつては「居久根」と呼ばれる屋敷林を伴う農村集落が一帯に広がっていたことが

窺われる。昭和53年 に行われた第 1次調査では、近世末頃を主体とする掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、溝跡などが

検出された。これらの遺構については、配置状態から道路跡を挟んで二つの屋敷があった可能性が指摘されている

(注 1)。 平成10年 に行われた第 2次調査では、東西方向に延びる溝跡が重複して検出され、屋敷の南側を区画する

堀跡と想定されている。また堀の護岸の「しがらみ」の遺構も見つかっている (注 2)。

第1図 遺跡の位置 (1/25,000 第2図 調査区の位置 (1/2,500)

3 調査に至る経過 と調査方法 (第 3図 )

当該地において山口渉氏より鉄筋コンクリート6階建店舗・個人住宅付共同住宅の建築が計画されたため、仙台

・
`′



3 北屋敷遺跡 (第3次調査)

市教育委員会では申請者 と協議を行った。申請箇所は、以前 2次にわたる調査を行った地点に隣接 してお り、発掘

調査が必要と考えられたため、申請者と発掘調査委託契約を締結し、発掘調査を行うこととした。

調査区は東西 3m× 12m、 南北 3m× 12mの L字形に設定した。重機により現代の耕作土 (I層 )と 旧耕作土

(Ⅱ 層)を排除し、Ⅲ層上面で遺構検出作業を行った。その結果、掘立柱建物跡、溝跡、土坑、ピットなどを検出

した。Ⅲ層上面の遺構精査後、部分的に下層調査を実施したが、遺構、遺物は発見されなかった。

4 基本層序 (第 4図 )

調査地で確認した基本層序は、 I層からV層 までである。 I層 は暗褐色シル ト層で現代の畑の耕作土である。近

現代の陶磁器、燻瓦などを多量に包含している。Ⅱ層は黒褐色シル ト層で、ある時期の耕作土層と考えられる。Ⅲ

層はにぶい責橙色シル ト質粘土層で、下層に存在する旧河川堆積層の漸移層である。この層の上面で遺構検出作業

を行っている。なお、調査区西半北壁で、一部下層調査を実施 し、Ⅳ層、V層 を検出しているが、いずれも旧河川

に由来する自然堆積層と考えられる。また、調査区を南北に縦断する褐色砂層の帯を検出している (第 4図 )。

5 発見 された遺構 と遺物

検出した遺構は、掘立柱建物跡 1棟、溝跡 4条、土坑 1基、ピット55基である。これらの遺構はⅡ層及びⅢ層上

面から掘 り込まれている。

SBl掘立柱建物跡 (第 4・ 5図 )

調査区西半部で検出した。掘 り込み面はⅢ層上面である。桁行 4間以上、梁行 2間以上の建物跡と推定されるが、

一部の検出であるため全体の形状は不明である。ピットの平面形は、円形、楕円形、正方形である。建物跡の方向

は、東柱列でN12° W、 南柱列でE14° Nである。遺物は出土しなかった。いずれのピットも柱痕跡に多量の木炭

片を含むことから、火災を受けた可能性が考えられる。

SDl溝跡 (第 4・ 6'7図 )

調査区東半部に位置する南北方向の溝跡である。掘 り込み面はⅡ層上面である。SD2溝跡より新しく、 SKl

土坑より古い。長さ5.54mで、北側で途切れる。上幅1.55～ 3.43m、 下幅0.46～ 2.3m、 深さ0,87mである。壁は東壁

では緩やかに立上がるが、西壁ではやや急に立上がる。断面形は、扁平な逆台形で、底面は平坦である。堆積土は

5層 に分かれる。

出土遺物は、陶磁器 (第 6図 1～ 19)、 燻瓦が多 く、鉄製品 (第 7図 4)、 漆器 (第 6図 20)、 石製品 (第 7図

2・ 3)、 コンクリー ト片などが少量出土している。陶磁器の年代は、最も古いものは17世紀代、最も新 しいもの

は20世紀 (戦前)であり、19世紀代の破片量が最も多い。

第3図  調査区配置図

六丁目太子堂
板碑



3 北屋敷遺跡 (第 3次調査)
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基本層

土 色 土性 備  考

I 旨褐色(10YRレ9 粘性なし、しまりややあり、炭片 酸化鉄粒 マンガン粒混じる

Ⅱ ミ褐色(10YR3/2 七性 しまりなし、炭片 焼土粒 砂礫混じる

皿 :ぶヤ瑣艶 はOY酌4 ルト鮒土 古性.しまりあり、炭片.酸化鉄斑.マンガン北混じる、にぷい貨褐色(10YRV3)地 土小如 ック混じ%

W ζ沐い貨褐色(IoY脱 3 砂 古性tまりなし、層中に酸化鉄集積層あり、炭片・にぶい黄褐色、お土小ブロック混じる

V 褐色 (10YRV4 砂 七性。しまりなし、酸化鉄が縞状にみられる

粘性なし、しまりなし、酸化鉄斑 マンガン粒混じる

粘性あり、しまりややあり、にぶい黄橙色粘主粒・炭片 酸化鉄斑 マンガン粒混じる

粘性・しまりややあり、灰黄褐色 (10YR72)粘土が縞状に混じる

粘性 しまりあり、灰黄褐色粘土小カ ック・酸化鉄斑混じる

土 色 土性 備  考

1 黒褐色(loYR3/2 ンルト粘性・しまりなし、層下面に炭片集積、炭片。マンガン粒混じる

2 黒褐色00YR3刀 粘性あり、しまりなし、黄褐色 (10YR5/6)砂 力涌 状に混じる、炭片滉じる

3 褐灰色(10YR4河 粘土 粘性 tまりあり、炭片 マンガン粒混じる

黒褐色(lllYR3抱 粘性 しまりあり、褐灰色(10YR4/1)粒 土砂の小カ ックが斑状に混じる、酸化鉄疵あり

5 オリーブ反色(5GY71 砂 粘性なし、しまりややあり、オリーブ黒色(5Y3/1)粘 土小ブロック混じる、駿化鉄斑あり

SDl溝跡 (B断面)

土  色 土性 備  考

具褐色(loYR3/1 ′ルトヨ砧: 粘性 しまりあり、炭片多量に混じる、管状酸化鉄あり、人為堆積層

2 黒褐色(10YR2/2 粘としまりややあり、炭片多三に混じる、鶴～15odの 礫植物遺林酸化鉄斑マンガン荘混じる、大方堆積層

3 黒色 (25Y2/1) 粘土 粘性 しまりあり、炭片が集積している、酸化鉄斑 マンガン粒混じる、人為堆積層

黒褐色(10YRy2 粘性ややあり、しまりあり、にぶい貨澄色(10YRy4)土小ブロック炭片酸イと箕BI混じる、大為堆積層

5 黒色 (10YR2/1) 粘土 粘性 しまりあり、にぶい黄橙色砂ブロック炭片 酸化鉄斑混じる、自然堆積層

6 掲色 (10YR4泡 ) 砂 粘性 tまりなし、黒色 (25Y2/1)粘土と互層、植物遺体混じる

黒褐色■OYR2カ 粘土 粘性 しまりあり、径10帥 礫・炭片 マンガン粒 植物遺体混じる、自然堆積層

8 黒色 (25Y〃 1) ra‐土 粘性。しまりあり、にぶい黄橙色砂が霜降り状にrraじ る、自然堆積層

土 色 土性 備  考

1 黒掲色(25Y3/1 1土質シル 粘性ややあり、しまりあり、炭片多量に混じる、焼土粒混じる

2 黒色 (loYR2/1) 粘土 粘性 しまりあり、炭片 酸化鉄斑 マンガン粒混じる

3 黒色 (25Yク 1) 粘土 粘性tまりあり、にぶい貨橙色(10YRV4)砂小ブロック径2～5cm礫 混じる、炭片酸化鉄班混じる

4 黒褐色(25Y3/2 粘土 粘性 しまりあり、緑灰色 (750r5/1)砂 ブロック 酸化鉄班混じる

5 黄灰色 (25Y4/1 粘土 粘性 しまりあり、褐色(10YR4/4)砂 カ ック炭片 酸化鉄斑 マンガン粒混じる

第4図 遺構平断面図 (1)



3 北屋敷遺跡 (第3次調査)

SD2溝跡 (第 4・ 5。 7図 )

調査区東壁沿いに位置する南北方向の溝跡で、西岸のみ検出した。掘 り込み面はⅡ層上面である。SDl溝跡よ

り古い。長さは4.59mである。底面のやや壁際で抗列を検出した。杭列は、調査区北壁から南に2.9mに わたり廷び

る。幅6～12cmの角材と径5～ 10cmの九材を交互に20～40cmの 間隔で打ち込んでいる。堆積土は8層 に分かれる。

遺物は、陶磁器、燻瓦 (第 7図 1)、 木製品などが少量出土している。陶磁器の年代は、17世紀後半代から19世

紀後半代にかけてである。

SD3清跡 (第 4・ 5図 )

調査区北半部に位置する東西方向の溝跡である。掘 り込み面はⅢ層上面である。ピット50よ り新しく、ピット41

より古い。長さは2,75mである。上幅0.69～ 1.04m、 下幅0.25～ 0.3m、 深さ0.43mである。壁は両壁とも急で、断面

形はU字形である。堆積土は 3層 に分かれる。時期不明の土師器片が 1点出土している。

SD4溝跡 (第 4・ 5図 )

調査区北半部に位置しSD3溝跡と平行している。掘 り込み面はⅢ層上面である。長さ2.63m、 上幅0.53～0,72m、

下幅0.15～ 0.22m、 深さは0.37mで ある。壁は両壁とも急で、断面形は逆台形である。底面は平坦である。堆積土

0                                       2コ n

卜 下 イ ¬ ~― 十 ― ― げ す す 引 (1/40)

56m為

50m―

ド

SD4溝跡

0

SD3溝跡
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ノ

黒

★
~~       (1/60)

SD3溝跡

土 色 土性 備  考

1 黒褐色(10YR3/71 シルト 古七ややあり、しまりあり、にぶい丸橙tllttR6 4)と 小カ ック混じる、炭片'酸化鉄疑'マ ′れ戴況し
'

2 黒禍色(10YRυワ 七性・しまりあり、にぶい黄橙色(10YR6/3)砂 が縞状に混じる、酸化鉄斑あり

3 黒禍色(10YЮワ| 粘土 粘性 しまりあり、にぶい黄橙色土と互層、酸化鉄斑あり
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SB礎物跡 (柱間寸法・センチメートル)

SD4滞新亦

土  色 土性 備 考

1 Ъ性なし、しまりややあり、黒褐色(10YR3/1)土 小プロック混じる、酸化鉄斑あり

2 誨橙色(lllYR3犯 | 粘 土 枯性 しまりあり、にぶい黄橙色土小
‐prIッ ク.炭片混じる

第 5図 遺構平断面図 (2)



3 北屋敷遺跡 (第 3次調査)

雪

湮墾墾蔓翌遜鍵轟埜、16

0                      10cm
トーーr――ィーーィ~~打~~」~~¬

「
――r――T――イ~~→ (1/3)

子

Э

番号 遺構・層位 種別 器種 特  徴 産  地 年  代 残  存
法 量 (cl l)

写真図浙 登録番号
口 径 低  径 器  嵩

1 SDl 睦器 碗 染付・飛雲文 不明 (切込 ?) 19C前 半 日緑部1/4 (110) 25-1 I-3

2 SDl 滋器 碗 染付、「源氏香に媒J文 切込 19C前 半代 口緑部1/4 (110) 25-2 I-2

3 SDl 磁器 碗 柴付、梅花文 不明・地方窯 19C(幕末～明治) 1/2 (110) 25-3 X-7

SDl 散器・碗 染付 不明・地方窯 19Cかそれ以降 底都1/2 (380) 25-4

5 SDl 磁器・小不 染付革花文 瀬戸美濃 19C中 頃 (幕末～明治 ) 約1/2 (24) 25-5 [-19

6 SDl 磁器・碗 染付 瀬戸美濃 ? 19C中 頃以降 日緑部1/4 (100) 25-6 I-6

7 SDl 磁器 酒杯 洋呉須、見込みに「一」字文 瀬戸美濃 19～20C(戦前 ) 完 形 25-7 I-12

8 SDl 態器・碗 小型色絵碗 不 明 19Cかそれ以降 完 形 40 25-9 I-10

9 SDl 磁器・蓋 染付、花鳥文、雷文 肥前 19C前 半代 口緑部1/2 (90) 25-8 I-4

SDl 磁器・碗 摺絵染付、ぼたん 不 明 19C中 頃以降 (明治前半 ) 1/4 (120) 47 25-13 I-1

11 SDl 臨器 碗 摺絵染付、花鳥文 不 明 19C中 頃以降 (明治前半 ) 完形 ll1 8 44 25-14 I-16

SDl 白磁 深皿 蛇の目釉剥ぎ 肥 前 18C申 頃～後半 ほぼ完形 45 25-10 I-15

13 SDl 自磁 皿 見込み:線描「寿J字文、日紅 瀬戸美濃 江戸最末期 底部完形、日緑部3/4 25-1] I-9

SDl 施釉陶器 皿 胸胎染付 肥前 17C後 半 底部3/4 I-11

SDユ 施釉陶器・碗 灰釉 瀬戸美濃 18C代 底部完形 I-5

SDl 磁器・蓋 染付草花文 肥 前 19C前半 完 /// 25 25-12

17 磁器・碗 染付草花文 肥 前 19C前半 ほぽ完形 106 54 25-15

SDl 磁器・爛徳利 染付、山水文 不明 (切 込?) 19C(明 治まで下るか?) 底部完形 249 25-16

SDI 施釉陶器 月ヽ型切立 ? なまこ剰 捉 19C頃 (幕末～明治初 ) 回緑部完形 25-17

第6図 出土遺物

番号 遺梅・層位 種別 器種 特  徴 残 存
法 量 (cll)

写真図版 登録番号
口 径 低 径 器  高

20 漆器 椀 ロクロ挽き、内面1部分的に下地の景色漆が残存 外面:部分的に下地の景色漆が晩存、底番と高台部分に黒色漆の被膜痺存 1/2 L-1



は 2層 に分かれる。遺物は出土 していない。

SKl土 坑 (第 4図 )

調査区東半部に位置する円形の土坑であ

る。 SDl溝 跡 より新 しい。長軸1.62m、 短

軸1.41mで深 さは0.35mで ある。断面形は皿

状で、底面は平坦である。堆積土は 5層 に分

かれる。遺物は出土 していない。

基本層出土遺物

基本層 I・ Ⅱ層から、陶磁器、燻瓦、瓦質

土器、コンクリー ト片などが出上 している。

3 北屋敷遺跡 (第3次調査)

第1表 SD刊 出土陶磁器破片集計表    第2表 SD2
種    "H

産 地

年代

ス

坊

本

馬

頼

百

夫

農

J 瀬
戸
美
濃

下
張

17C l

17C終半

7～ 18(〕

18C
19C前半 l l

19C中頃 (幕末 ～ 明 治 : 2 l

19C中頃 以 降 (明 治 前 半 ) 3

19C 3 4 1 4
19C/Jヽそ 2

19-20(
不 明

陶磁器の年代は、17世紀から19世紀にかけてである。

6 まとめ

溝跡のうちSDl、 SD2は、第 2次調査で検出した溝跡

群に関連すると考えられる (第 8図 )。 溝跡の所属時期は不

明であるが、堆積土からの出土遺物の年代より、19世紀の末

頃には埋没したと考えられる。SD2の杭列は溝の壁面を養

生するための護岸状の施設か、橋桁状の遺構の可能性がある。

出土遺物のうち陶磁器類が豊富であることから、この周辺が

比較的富裕な農民層の屋敷地であったと推定される。

注 1 仙台市文化財調査報告書第17集 (1979)『 北屋敷遺跡』仙台市教

育委員会

注 2 仙台市文化影調査報告書第238集 (1999)「北屋敷遺跡 (第 2次

調査)」 F陸奥国分尼寺跡ほか発掘調査報告書J仙台市教育委員会

参考 佐藤洋 (1995)「 北屋敷遺跡」F仙 台市史 特別編 2考古資料』

仙台市史編纂委員会
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第4表 全体の集計表
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第3表 基本層出土陶磁器破片集計表
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北屋敷3次

番 号 遣構・層位 種別・静種 外  面 長さ(cln) 幅 (cn) 厚さ(cm) 重量 (g) 石 材 写真図版 登録番号

1 のし瓦 いぶし、片端欠損 18 25-20 H-1

SDl 砥 石 一部欠損 (88) 600 K-1

3 不 明 擦痕、文字(「魚J?「馬」?) (52) 555 スレート 25-21 【-2

番 号 遺構 層位 種別 器種     1       特  徴 長さ(cm) 1  幅 (cm)  1  厚さ(cm) 写真図版 登録番号

4 小刀 P 基部欠損 と] 02 N-1

第7図  出土遺物 (2)



3 北屋敷遺跡 (第 3次調査)

第5表 ピット計測表 (単位cm)

!ヒ ユ 三 三 E三 工

=コ
ど l早 11/200)＼
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＼ __一 ― 一 一 一 一 一

~~~~~~~~~~~~~

第8図 清跡の位置

Nn 十御 梓 痕 No 長 軸 短朝 深 ヽ +任 鮮 痛

A B
A

A RR R

4 R R4 D ∩

A R5 B

A 36 25 B 0
A 87 l B

1て B
lt A R

A D

R 夕F R

A B 0
R 9 B

B B

A 電 B
A R

15 A 4ク R

R 4F 2∠ R 0
27 A B

夕f 夕R 45 R 64 B

Fl 27 B

B 0 B
B A

B R

β R

C

A

B

B
A

ピット土層分類

分 類 土   色 土  性 備   考

A 黒 狗 こシルト 這封こY駐 じる

10YR3/1・ 3/2 !にンタレト いか、少量の混ス

10YR3/C 主にシルト 炭 片 ないか 、少 量 の混 ス

D 陽灰 色 10YR4/1 主にシルト 炭 片 ないか 、少 量 の混 入

写真1 基本層序 写真2 遺構検出状況 (西 より)

写真3 完掘全景 (北 より)
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写真5 SDloSKl検 出状況 (東 より) SKl断面 (北東より)

写真7 SD司 。SD2完掘状況 (南 より)

写真10 SD2杭 出土状況

写真8 SDl断面 (南 より)

写真9 SDl南壁断面

写真1l SD2北壁断面 (南 より) 写真12 SD2杭 出土状況 (西 より)



3 北屋敷遺跡 (第3次調査)

写真13 SD2杭 出土状況アップ (西 より)

写真15 東壁断面 (西 より)

写真刊4 SD2完掘状況 (西 より)

写真刊6 SD刊 。SD2完掘状況 (北 より)

写真17 SD3・ SD4完掘状況 (東 より) 写真18 SD3断面 (西 より)

写真20 SD刊 。SD2完掘状況 (北西より)写真19 SD4断面 (西 より)
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写真21 SD2出 土角杭①

3 北屋敷遺跡 (第 3次調査 )

写真23 SD2出 土丸杭①  写真24 SD2出 上丸杭②
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写真22 SD2出 土角杭②

写真25 出土遺物



4(1)高 田A遣跡 (第2次調査)

1 調査要項

遺  跡  名 高田A遺跡 (01256)

調 査 地 点 仙台市若林区上飯田三丁目448-1

調 査 原 因 宅地造成

調査対象面積 240だ

調 査 面 積 115だ

調 査 期 間 確認調査 平成12年 10月 16日

本 調 査 平成13年 7月 2日 ～7月 13日

調 査 主 体

担 当 職 員

調 査 参 加 者

4(1)高田嵯 跡 (第 2次調査 )

申 請  者

仙台市教育委員会 (文化財課)

教諭 豊村幸宏  主事 渡部紀

菱沼みのり 小野栄子 佐藤久栄

鈴木峰子 千葉恭子 大槻明美

佐藤としゑ 庄子善昭 清藤智子

鈴木秀典 菊地東三郎 吉田比紹子

福仙工業株式会社

2 遺跡 の位置 と環境

高田A遺跡は、仙台市の南東部に所在する。調査地点は、仙台南部道路今泉インターチェンジより北西900mに

位置しており、標高は約4.7mで ある。仙台市街地南部の地形は、東側にはいわゆる「宮城野海岸平野」と呼ばれ

る沖積平野がみられる。名取川と広瀬川は遺跡の西方約1.4km地点で合流し、遺跡の周囲には両河川によって形成

された自然堤防と後背湿地が広がってお り、旧河道も観察される。遺跡は、自然堤防上に立地する。本遺跡では、

平成5年に今回の調査地点の北側に隣接した道路部分で調査を行っている (注 1)。 その際には、河川跡、溝跡、土

坑、ピットなどが検出され、弥生土器、土師器、須恵器、瓦、石製品などが出土した。

′

′
―

h▼

第1図 遺跡の位置 (1/25,000) 第2図 調査区の位置 (1/2,500

3 調査 に至 る経過 と調査方法

当該地において平成12年度に福仙工業株式会社により宅地造成が計画されたため、確認調査を実施したところ、

溝跡、土坑等の遺構 と土師器等の遺物が発見されたため、本調査が必要であると判断された。そこで平成13年度に

発掘届の提出を受けて発掘調査委託契約を締結し、発掘調査を実施した。

調査区は、宅地内道路予定地を対象とし、 6m× 25mの大きさで設定した。遺構等の実測にあたっては、調査区

両端の任意の 2点 A、 Bを結ぶ線を基準 とした。杭A・ Bは平面直角座標系 Xにおける座標値を計測 している

(A:X=-198.832612km、 Y=+8.097471km B:X=-198.861432km、 Y=+8.092729km)。 重機により表土とⅡ

一
鎌



4(1)高日A遺跡 (第2次調査)

層を除去 したが、Ⅲ層中までやや厚 く排土 しすぎてしまったため、確認調査時の略図を参考として掲載 した (第 4

図)。

4 基本層序

基本層位は、V層 まで確認した。遺構検出面はⅢ層である。

I層 :a、 b、 cに細分され、 Ia層は現代の畑耕作土、 Ib・ Ic層は近年の畑耕作土と考えられる。

Ⅱ層 :黒褐色のシル ト層で、層厚は20～ 30cmである。比較的多量の遺物 (主 として非ロクロ土師器)が混じって

いる。

Ⅲ層 :に ぶい黄橙色のシル ト質粘土層で、層厚は30～50cmで ある。上面が遺構検出面である。

Ⅳ層 :に ぶい黄橙色の粘土層で、層厚は20～ 30c皿である。

V層 :にぶい黄褐色の細砂質シル ト層で、下層になるにしたがい粒子が粗 くなる。

5 発見 された遺構 と遺物

検出した遺構は、溝跡8条、土坑3基、ピット60基である。Ⅲ層上面で検出された。

SDl・ 9溝跡 (第 5図 )

SDl清跡は中央部に位置する東西方向の溝跡である。SD5溝跡、ピット43よ り新 しい。長さ5.5m、 上幅175

cm、 下幅17～ 33clll、 深さ55cmで ある。壁は南壁ではやや緩やかに立上がり、北壁では急に立上がる。底面から20cm

のところで幅10～ 15clllの階段状の段差があり、段差から上は両壁とも緩やかに立上がる。断面形は逆台形で、底面

は平坦である。堆積土は 2層に分かれ、人為堆積 と考えられる。堆積土から、土師器 (非 ロクロ 。ロクロ)、 須恵

器 (第 7図13)が出土している。図示した須恵器郭片の時期は、平安時代と考えられる。

SD9清跡は、 SDlの南側に平行しSDlよ り古い。。長さlm、 上幅150cm、 深さ28clllで ある。壁は底面から

緩やかに立上がり、底面は平坦である。堆積土は 1層である。

SD2溝跡 (第 5図 )

南端部に位置する南北方向の溝である。 SK2土坑より古 く、 SD3溝跡・ SK3土坑より新 しい。長さ 2m、

Ａ

群

第3図 調査区配置図



4(1)高田A遺跡 (第2次調査)

上幅50～ 65clll、 下幅21～ 26cm、 深さ14clllで ある。断面形は舟底形で、底面は平坦である。堆積土は 2層 に分かれる。

遺物は出土していない。

SD3溝跡 (第 5図 )

南端部に位置する南北方向の小規模な溝である。 SD2溝跡より古い。長さ55clll、 上幅20cm、 下幅13cm、 深さ7

cmで ある。断面形は逆台形で、底面は平坦である。堆積土は 1層である。遺物は出土していない。

SD4溝跡 (第 5図 )

北東隅に位置する。長さ195clll、 上幅86～ 103cm、 深さ15～24cmである。東壁には幅50～60cmの段差がつ く。断面

形は逆台形で、底面は東側に傾斜する。堆積土は 1層である。遺物は出土していない。

SD5清跡 (第 4・ 5図 )

北半部西壁際に位置し、南北に延びる。 SDl溝跡より古 く、 SD6溝跡 。SD8溝跡より新 しい。長さ 9m、

上幅45cm、 下幅30cm、 深さ12cmで ある。断面形は箱形で、底面には凹凸がある。推積土は 1層である。遺物は出土

していない。

SD6溝跡 (第 5図 )

北半部西壁際に位置する北西―南東方向の溝である。 SD5溝跡より古い。長さ140cm、 上幅140cm、 下幅105cm、

深さ23clllで ある。断面形は扁平な逆台形で、底面は平坦である。堆積土は 1層である。堆積土より縄文土器 (第 8

図12)、 弥生土器 (第 8図 11)、 非ロクロ土師器 (第 7図 6)な どが出土している。図示した土師器奏はまとまって

出土しており、体部が丸みを持ち外面はハケメ調整がなされていることから、古墳時代前期に位置づけられると考

えられる。

SD7溝跡 (第 6図 )

南半部に位置する北西一南東方向の溝である。 SK2・ ピットより古い。長さ240clll、 南北長70～ 90cm、 深さ8～

17clllで ある。壁は底面から緩やかに立上がり、底面は凹凸がある。堆積土は 1層である。時期不明の土師器、須恵

器が出土している①

SD8溝跡 (第 5図 )

北半部に位置し、SD6溝跡に平行する。SD5溝跡・ピットより古い。北側は攪乱により削平されている。長

さ1.3m、 南北長3。7m、 深さ20cmである。壁は底面から緩やかに立上が り、底面は平坦である。堆積土は 1層 であ

る。非ロクロ土師器 (第 7図 7～10)・ 月ヽ型土器 (第 8図 2)が出上している。図示した土師器はまとまって出土

しており、器形・調整の特徴から、古墳時代前期に位置づけられると考えられる。

SK2土坑 (第 5図 )

南端部に位置する。SD2・ 7溝跡・ SK3土坑より新しい。精円形で、長さ140clll、 幅88cm、 深さ45clllで ある。

底面は一部が深 く落ち込んでいる。堆積土は 3層 に分かれる。堆積土より非ロクロ土師器、須恵器が出土している。

SK3土坑 (第 6図 )

SD2溝跡・ SK2土坑の下部で検出した。長方形で、長さ104cm、 幅64cm、 深さ50clllで ある。壁は途中で段差

をもつ。底面は平坦である。堆積土は 2層に分かれる。非ロクロ土師器が出土している。

基本層出土遺物

非ロクロ土師器 (第 7図 11・ 12)が主であり、少量のロクロ土師器、須恵器 (第 7図 14)、 縄文土器 (第 8図 6

～ 8)、 弥生土器 (第 8図 10)、 金属製品 (第 8図 4)、 土製品 (第 8図 3)がある。

確認調査出土遺物

確認調査時にSDl溝跡南側より土師器器台 (第 7図 1)、 SD7堆積土より土師器壺 (第 7図 4)が出土し、

他に土師器 (第 7図 2・ 3・ 5)、 縄文土器 (第 8図 5)、 石皿 (第 8図13)がある。図示した土師器は、器形と調
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4(1)高田A遺跡 (第2次調査 )

確認調査時の検出状況と合成 (1/200)
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基本層序

土  色 土性 備  考

1 蔭栂色00hR3/73 粘性なし、しまりなし、庚片混じる

〔 褐色(10YR4/4 粘性なし、しまりあり、■層土プロック混じる

褐色(10YR4/4 シルト粘性なし、しまりなし、焼土・炭片混じる

Ⅱ 黒掲色(1いは〃J ンルト 粘性なし、しまりなし、炭片・マンガン粒混じる

Ⅲ

V これ墳純 側!町引 粘 土 粘性あり、しまりあり、灰黄褐色粘土,炭片・マンガン粒混じる、管状 糸根状の酸化鉄あ|

V 省性なし、しまりややあり、灰黄褐色粘土小カ ック・マンガン荘混じる、管状糸根状の醒と効 り

遺構配置図



4(1)高 田A遺跡 (第2次調査)

整の特徴から、古墳時代前期に位置づけられると考えられる。

SDl溝跡

鶴m!�型
SD3溝 跡

ド

44m・
A

SD4溝跡

SDl溝跡

ユ  //-1 0                         2m

(1/60)

45m■

SD6溝跡     SD8溝 跡

SK2」二坑

SD2土坑

土  色 土性 備  考

1 需褐色(10YR3カ ンルト と性なし、しまりややあり、にぶい黄橙色(10YR6 4)土 小ブロック炭片マンガン粒混じア

2 景褐色(10YR2カ )卜質粘: 古性あり、しまりあり、にがい黄冶色土カ ック斑状に多く混じる、炭片マンガン荘混じる、酸化鉄涎あ|

土  色 土 性 備  考

1 早褐色QoYR2ρ 隧ややあり、しま,あ ,、 にぷ,噴橙色但OYPo/1土小アロック灰黄褐色似ば勘剪土カック炭片マンガ苅混じる

2 灰賞褐色(loYRV2) 粘性あり、しまりあり、にぶい黄栓色土小ブロック混じる、酸化鉄斑あり

3 黒褐色(10YRν 2 粘 土 粘性あり、しまりあり、にぶい黄橙色土小ブロック斑状に混じる酸化鉄斑あり

SD9溝跡

土 色 土性 備  考

1 阜褐色(loY田 カ ンヽ 粘性なし、しまりあり、にぶい黄橙色土小カ ック マンガン粒混じる

SD4清跡

血 土  色 土性 備  考

l 黒掲色(10YR3 2 シルト粘性なし、しまりあり、にぶい黄橙色土プロック斑状に多く混じる、炭片混じる

SD2清跡

土  色 土性 備  考

1 旱褐色(10YR3ρ シルト粘性なし、しまりややあり、にぶい黄橙色土粒 焼土粒・炭片混じる

2 にヽ い費橙色但OYR伽 ) 粘性ややあり、しまりややあり、黒掲色(loY贈 /2)土小ブロック混じる、駿イと鉄斑あり

SD6溝跡

土  色 土性 備  考

1 黒褐色(loYR3″ | シルト 粘性なし、しまりややあり、にぶい黄橙色(loYR6/4)土 小如 ック、炭片混じる

SD3清跡

的 土 色 土性 備  考

1 景掲色(loYR3 2 ンルト粘性なし、しまりややあり、にぶい責橙色土粒 焼土粒 炭片混じる

SD8清跡

土  色 土性 備  考

1 責褐色(llYR乾 粘性ややあり、しまりややあり、にぶい黄澄色(loYR62)土 小ブロック、酸化鉄班混じる

SD5溝跡

土  色 土性 備  考

, 景褐色loYR3″ ンルト粘性なし、しまりややあり、にぶい黄橙色土粒 炭片混じる

第5図 遺構平断面図 (1)
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SD7溝跡

SK3土坑

SKl土坑

¶o 土 色 土性 備  考

〕 黒褐色(10YR2ρl 粘性あり、しまりややあり、灰黄褐色(loYR4/2)土小プロック炭片.マンガン粒混じる

2 黒褐色(10YRν 6 シルト粘性なし、しまりややあり、黒褐色 (10YR2/2)土小プロック混じる

4(1)高 田A遺跡 (第2次調査 )

切り合い状況

ピッ ト9

土  色 土性 備  考

黒褐色(1ば rR2/2 シルト粘性なし、しまりなし、炭片・酸化鉄斑混じる

2 黒褐色(lllYR3/2 ンルト粘性なし、しまりなし、にぶい黄橙色 (10YR7/2)土粒・マンガン粒混じる

3 疋黄褐色(1ばR42 ンルト粘性ややあり、しまりややあり、にぶい黄橙色土小ブロック・炭片混じる

4 :ぷヤヽ黄澄也(IoIRη ワ ン,レト粘性あり、しまりあり、灰黄褐色(10YR4/2)土 小プロック・酸化鉄斑混じる

第6図 遺構平断面図 (2)

6 ま とめ

遺構の所属時期は、SD6～ 8溝跡は堆積土出土遺物の年代から、古墳時代前期かそれ以前と考えられる。 SD

l溝跡は、人為堆積と考えられる層中から平安時代 と考えられる遺物が出土することから、平安時代かそれ以降に

は埋められた可能性が高い。それ以外の遺構についても、大きく時期の異なる遺物が出土していないことから、古

墳時代前期かそれ以前と、平安時代かそれ以降のどちらかの時期に所属すると考えられる。

注1 仙台市文化財調査報告書第189集 (1994)「 高田A遺跡」F年報15』 仙台市教育委員会

第1表  ピッ ト計測表 (単位cm)

SD7溝跡

∵�
SKl土坑

42m名 ミキ♀ ド

輸   

れ

斡

ピット9

SD7溝跡

土  色 土性 備  考

] 鼻褐色(10YR3ρl シルト粘性なし、しまりあり、にぶい黄橙 (10YR6/4)シ ルト粒・炭片 マンガン粒混じる

SK3土 〕九

土  色 土性 備 考

1 黒掲色(loY貶抱 ンルト贄酷: 粘性あり、しまりあり、にぶい黄橙色 (10YR6/4)と小ブロック・焼土粒 炭片混じフ

2 黒褐色(1ば彪抱 省性あり、しまりあり、にぶい貨lEA色 土カック斑状に多く混じる、文片マンガン辻混じる、醐ヒ鉄斑あ|

単位 センチメー トル
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47 24
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11 ユ
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4(1)高 田A遺跡 (第2次調査)

鰻甥

℃Ⅷ3

＼

u
口 駆

0                       10cm
(1/3)

番号 遺構・層位 種  別 外  面 内   面 残  存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
回 径 低 径 器  高

I 謝 土師器器台 不音
『

マメツ、ヘラミガキ

脚音辟ヘラミガキ、4TL

郭部 :ヘ ラミガキ

脚部フ ケヽメ→ヘラミガキ

まぼ完形 31-1

2 謝 土師器小形九底鉢 ヘラナデーヘラミガキ ヘラミガキ、オサエ、ナデ 31-2 C-6

3 試堀 土師器器台 ナデーヘラナデ 31-4 C-9

4 試堀 土師器壺 日緑部 :ヨコナデ、ハケメ→ヘラミガキ

体部フ ケヽメーヘラミガキ

口緑部 :ヘ ラミガキ、

体言トハケメ→ナデ、オサエ、ナデ

体都 :完成

日緑部 :ツ3

31-3 C-2

5 試堀 土師器豆 ヘラミガキ ヘラミガキ ミ部:完成 C-5

6 SD6・ 1層 土師器蓋 ヨヨナデ、ハケメ

底部は上げ底風

ハケメーヨコナデ、オサエ、ヘラナデ 口緑部 :3/4体 部■/3

底都 :1/2

(ル 7) 3ユ ー5 C-25

SD8 1層 土師器壷 回緑部ク ケヽメ→ミガキ?ナデ?

体部 :ヘ ラミガキ、赤彩

口緑部 :ヘ ラミガキ、ナデ

体部 :ヘ ラミガキ、ナデ

体部■/4

口緑鶏含/4

3ユ ー6 C-29

8 SD8■層 土RT器重 ハケメ→ヨヨナデ、アヽケメ ヘラナデ 甍著卜完形、体部2/3 31-9 C-28

9 SD3■層 土師器壼 ヨコナデ、ハケメ→ヘラミガキ ヨコナデ、ヘラミガキ (186) 3ユー7 C-30

SD8■層 土師器小形丸底鉢 マメツ マメツ 体部■/2 12 C-33

1] 調査区壁 土師器壷 ヨコナデ、ハケメ ヨコナデ 31-8 C-20

検出面 土師器蓋 ナデ ナ デ C-18

13 須恵器杯 ロクロナデ ロクロナデ E-5

14 検出面 須恵器爪 ロクロナデ、回転糸切り ロクロナデ 底部 11/3 (64) E-1

第7図 出土遺物 (1)
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4(1)高 田A遺跡 (第2次調査

Ц 鰯

甲 Q ヒすす悩今ッダ
～っ

∈籍＼Ю士甥マ
0        5cm(5～ 11)

~      (〃 5)

0                         10clll   (12、 13)
(1/3)

番号 遺構・層位 種房U器種 特  徴
法 量 (cm)

写真図版 登録番号
回 径 低 径 器  高

1 Pit49 ミニチュア土器 外面 日緑部:一 部平坦に削る、オサエ、ナデ、一部にハケメ状痕跡 底部:ケズリ

内面 チデ

3ユ ー10 P-2

2 SD8■ 層 不明 米面 :ユビオサエ、内面 :上ナデ、下マメツ 31-2

3 検出面 土玉 外 :ナデ、残存1/4 長32

番号 遺構・層位 種別 器種 特  徴 長さ(cn) 幅 (cm) 厚さ(cal) 写真図版 登録番号
給 出而 儀属製品 棒状

`4壬

)lo

番号 遺構・層位 種別 器種 特  徴 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口 径 低 径 器  高

5 試掘 電文土器・重 ? A面 :ミガキ、外面:ミガキ 31-14 A-1
6 1層 電文土器 内面 :ミガキ、外面:ナデ、体部に縄文 (LR)、 日唇部に刻み 31-16 A-4

調査区東壁 篭文土器・深鉢 内面 :ミガキ、外面:縄文 (口唇部からRL→ LR→ RL) 31-17 A-2
8 電文土器・深鉢 内面 :ミガキ、外面 :ミガキ A-3
9 Ht9 電文土器 内面:マメツ、外面 :ミガキ、沈線 31-15 A-6

Ⅲ層中 体生土器・蓋 ]面 :マメツ、外面 :縄文 (LR) 31-20 B―ユ

11 SD6 対面 :マメッ、外面 :縄支 (LR)、 マメツ (28) 31-19

SD6 電文土器・深鉢 内面 :マメツ 外 面 ミガキ(?)、 底部無文 70 B-5

第8図  出土遺物 (2)

番号 遺構・層位 種別・器種 特  徴 長さ(cll) 幅 ( 厚さ(∞ ) 董量 ( 石 材 写蔓劇版 舒録番号

試 編 石 配 一部に特に平滑な部分 (破線内)あり (194) 255 (50) 1多子L暫 ) 31-13



高田A遺跡 (第2次調査)

写真3 確認調査遺構検出状況 (南 より) 写真4 確認調査遺物出土状況 写真5 確認調査遺物出土状況

r  .

写真7 西壁基本層序

写真刊 確認調査遺構検出状況 (北西より) 写真2 確認調査遺構検出状況 (北西より)

警
穂▼lj

写真6 調査前全景 (南 より)

写真8 東壁基本層序

写真9 遺構検出状況 (北 より)
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写真10 完掘全景 (北 より)

4(1)高 田A遺跡 (第 2次調査)

軽
,|||:|

(

写真刊司 完掘全景 (南 より)

写真12 SK可 断面 (南西より)

写真14 SK2断面 (南 より) 写真15 SK2完掘 (南 より)



4(1)高 田A遺跡 (第2次調査)

.ズ ||:|  
・
111

写真16 SK3断面 (南東より) 写真17 調査区南部の完掘状況 (南 より)

写真19 SD刊 完掘状況 (東 より)

SD4断面 (南西より)

写真22 SD6遺物出土状況

写真2司  SD4完掘状況 (南西より)

写真23 SD8遺 物出土状況 (東 より)



写真24 SD6完掘状況 (南東より) 写真25 SD6。 SD8完掘状況 (東 より)

写真26 ピッ ト9断面 (南 より) 写真27 SD2断面 (南東より)

写真29 SD3断 面 (南西より)

:―

・子ⅢI―蓮
写真30 SD7断面 (西 より)



高田A遺跡 (第2次調査)

巽

鷺綴藍暮軒i4  麓懲逢惣暮暮懲鷺雛15

写真31 出土遺物



4 基本層序

当該地は宅地造成されており、造成時の盛土が、厚さ40cm程度ある。以下、

厚さ約20clllの 旧耕作土 (I層 )、 厚さ約15cmの Ⅱ層があり、その下のⅢ層上面

で遺構を検出した。

4(2)高 田A遺跡 (第 3次調査)

調 査 期 間 平成13年 7月 2日 ～ 3日

調 査 主 体 仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員 主事 渡部 紀

調 査 参 加 者 佐藤久栄 鈴木峰子

0             10m
~     (1/5C10)

第1図 調査区配置図

5 発見 された遺構 と遺物

土坑 1基、ピット6基が発見された。

SKl土坑 (第 2図 )

平面形は長軸2.7m、 短軸2.2m以上の精円形である。壁は垂直に近 く急な立ち上が りである。調査の過程で遺構

底面がかなり深 くなると想定されたため、掘 り込みは中断し底面は検出していない。

掘 り下げた範囲までの堆積土は 5層 に分けられる。中央部には基本層Ⅱa層がレンズ状に堆積する。 1～ 4層は

自然堆積の様相だが、壁際に存在する 5層 には基本層のブロックが多 く混じっており、人為的埋め戻し土の可能性

が高い。

遺物は各層より出土しているが、特に中央に堆積する基本層Ⅱa層 と堆積± 1層から多 く出土している。遺物の

内容は、ロクロ使用の上師器、須恵器、赤焼き土器が主体である。一番古い堆積層の 5層からもロクロ使用土師器

片が出土している (第 3図 )。

ビット (第 2図 )

6基発見された。規模は次のとおりである。 (長軸×短軸×深さ 単位cm)

P 1  31× 27× 24    P 2  30× 25× 25    P 3  31× 28× 48    P 4  27× (10)× 24

4(2)高田鮭 跡 (第 3次調査 )

調査要項

遺  跡  名 高田A遺跡 (01256)

調 査 地 点 仙台市若林区上飯田三丁目448-20

調 査 原 因 個人専用住宅の建築

調査対象面積 77∬

調 査 面 積 21だ

2 遺跡の位置 と環境

遺跡は名取川の北の水田地帯に位置し、自然堤防上に立地する。調査区は前述した2次調査 トレンチの東側であ

る (前項第 3図参照)。

3 調査に至る経過 と調査方法

当該地において土壌改良工事を伴う個人専用住宅の建築が計画されたため、

まず確認調査を行うこととした。

調査区は建物範囲のほぼ中央に 3× 7mの大きさで設定し、重機により盛土、

表土を排除した。その後Ⅲ層上面で確認された遺構を調査した (第 1図 )。

ヽ

Ｌ

キ

Ｆ

Ｉ
Ｉ

‐

‐

‐

」

P 5  30× 23× 13



4(2)高 田A遺跡 (第 3次調査)

0               2m

― ―
  (1/11xl)

ピッ ト4

1 基本層 Ⅱ層上にⅢ層土ブロックが少量混じる

1と 同じだが狂層土
‐/Hックが大きい

3 黒色 (10Y躍/1)シ ルトにⅢ層土細71Pック少量混じる

0                         2m
(1/60)

SKl土坑

土 色 土性 備 考

1 島灰色(10YR4/1 シルトしまりよわい、炭片、焼土粒少量混じる、土器多V

2 翻灰色(lllYR4/1 枯l1711 粘性あり、しまりよわい、基本層土
‐
/EIッ ク多く混じる、炭片・焼土粒少量混じる

3 黙V瑣橙色(10m円 シルト基本層のプロック流入層

B灰色(loYR4/1 祐憤カト基本層土プロックが混じる

5 え黄褐色 (10YR4/2)粘 土質シルトと基本層土カ ックが斑状に混在 (掘方盤土か )

カクラン

斡

蝋40m_

―
―― Ⅱ

蠅

1~ツ

北壁断面

第2図 遺構平断面図

P 6  46× 33× 40

Pl。 3。 4。 6か ら柱痕跡が発見されている。

6 まとめ

土坑は、壁が直立する点と、壁沿いに埋め戻 しと考えられる上が存在することから、井戸跡の可能性が考えられ

る。遺構の所属時期についてだが、堆積 1層から5層 までロクロ使用の上師器片が出土しており、それより新しい

遺物がないことから、平安時代には埋没過程にあったことが考えられる。土坑が使用されていた時期は、底面を検

出していないため不明である。

ピットについても、時期は不明である。

基本層序

土  色 土性 備 考

I 〔ぶい黄褐色(10YR5/3

黒褐色 (10YR3/1) ンルト基本層Ⅲ層土細カ ックが層下半に混じる

褐灰色 (10YRン 1) ンルト基本層 Ⅲ層土カ ック少量混じる

にぶい責橙色(10YR6/4 ンルトマンガン粒少量混じる、Ц層土プロック上部に混じる

SKl土坑

48



4(2)高 田A遺跡 (第 3及調査)

擦 .:i:

/////:|:|:

な

高田A(確認)

0                       10cn

―

              (1海 )

番号 遺構 層位 種  別 外  面 内  面 残 存
法 量 (cl l)

写真図版 登録番号
日 径 低 径 器  高

l SKl上基 Ⅱa層 土師器不 ロクロナデ、回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 完 形 50 45 D-1

2 SKl上基 Ⅱa層 赤焼土器杯 ロクロナデ ロクロナデ 日緑部 4/4 (146) T-1

3 SKl l層 赤焼土器邦 ロクロナデ、回転糸切り ロクロナスコテのあて目あり 底部:完形、口緑部11/3 (1311) &0 3B 14-2 T-2

SKl'1層 須恵器不 ロクロナデ、回転糸切り ロクロナデ 底部 :完形、口緑部 :1/6 (145) 47 48 14-3 E-9

5 SKl・ 1層 土師器甕 ロクロナデ ロクロナデ 口緑部■/4 (Z2) 4-5 D-7

6 SKl■層 須恵器菱 ロクロナデ ロクロナデ 14-4 E-2

7 SKl・ 5層 土師器高台付杯 ロクロナデ、回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 底部■れ (66) D-6

8 罰Q5層 土師器郭 ロクロナデ、回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 底部:1/2 (64) D-5

9 SK1 5層 須恵器郭 ロクロナデ ロクロナデ 日緑部■/5 (144) E-5

番号 遺構・層位 種別・器種 特  徴 長さ(cl) 幅 (cn) 厚さ(cDl) 重量 (g) .石材 写真図版 登録番号

SKl 凹石 画面に日部あり 102 42 600 耳英安山昔質凝灰岩 14-6 K-1

第3図 出土遺物



4(2)高 田A遺跡 (第 3次調査)

iti■     .|■■■■●■
― 
・

写真刊 調査前全景 (南 より) 写真2 基本層序

写真6 南壁セクション (北 より)

′`・II 鷺  璽

写真3 遺構検出状況 (西 より)

写真5 全景 (東 より)

写真7 SK刊 断面 (西 より) 写真8 SK刊 断面アップ (西 より)



4(2)高 田A遺跡 (第 3次調査)

P3断面 (南 より) 写真10 P6断面 (南西より)

写真1l SKl遺物出土状況① 写真12 SKl遺物出土状況② 写真13 SKl遺物出土状況③

写真14 出土遺物



5(1)郡山遺跡 (第 139次調査)

郡山遺跡 (01003)

仙台市太白区郡山 5丁 目151-1

変電施設の建築

140コざ

5(1)郡山遺跡 (第139次調査)

調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 原 因

調査対象面積

調 査 面 積 74∬ (北区8.5ピ、中区38だ、南区27.5∬ )

調 査 期 間 平成13年 5月 28日 ～30日

調 査 主 体 仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員 主事 渡部紀  文化財教諭 加藤徳明

申 請  者 東北電力株式会社

2 遺跡の位置 と環境 (第 1・ 2図 )

遺跡は、名取川と広瀬川にはさまれた郡山低地に立地する。郡山中学校の南側であり、変電所構内である。

第1図 遺跡の位置 (1/25000) 第2図 調査区の位置 (1/2500)

3 調査に至る経過 と調査方法 (第 3図 )

当該地において、東北電力株式会社により変電施設の建て替えが計画されたため、協議のうえ発掘調査を行うこ

ととした。

建物予定地は、北端に倉庫が残っており、また、地下埋設電線があるため、それらを避けて 3ヶ 所のトレンチを

設定した。倉庫脇の北区では遺構は発見されなかったが、中区と南区では、ピットを検出し調査した。遺構実測に

は平板を用いている。現況図から郡山遺跡の測量基準線にあてはめた (第 3図中のSoWラ イン)。

4 基本層序 (第 4図 )

上層より、約20cmの砂利層、25～ 50cmの 盛土、10～30clllQ旧 耕作土 (I層)があり、Ⅱ層とした明黄褐色砂質シ

ルト層の上面で遺構を検出した。

5 発見された遺構 と遺物 (第 5図、第 1・ 2表)

ピット17基が発見された (第 5図 )。 うち、10基から柱痕跡が確認された。堆積土は6種類に大別される (第

1・ 2表 )。

また、中区と南区の間で、 2層が落ち込む部分を発見した。人為的な溝かどうかは判断できない。



5(1)郡 山遺跡 (第 139及調査)

86m為
砂利

一
盛 土

Ia lb

牟 Ⅱ

南区

0               2m
~~       (1/611)

第3図 調査区配置図

調査時の出土遺物はない。

6 まとめ

今回発見された遺構はピットのみである。

の可能性は低いと考えられる。

、`こ
3

第5図 平面図

基本層

土 色  1土性 1            備 考

I 庶責lB色 (10YR4 2 北区では、緑灰色 (75GYν l)砂質シルト

! 〔層土主体で、Ⅱ層土プロックが多く混じる

Ⅱ 月費禍色(10Yttγ 6)砂質シルト下部に灰自色 (10Y酪/2)粘土質シルトが部分的に混じる

Ⅲ 上部より灰黄褐色(10YR6/2)粘 土、褐灰色(10YR5/1)粘 土、にぶい黄橙色(10YR7/2)粘上の互層

O I層 土ににぶい黄橙色粘土質シルト細カ ック少量混じる

げ
伊

眺

Ｐ３
◎

所属時期は不明であるが、小規模であるため、官衛に関連する建物跡



5(1)郡山遺跡 (第 139次 調査)

第1表  ビッ ト計測表

(単位cm)

1 30× 23× 34 9 A 径16X7 E ROX16 B

2 45× 33×23 A 径18× 20 E 34×45 B

径24X8 E 42XPX10 牟程34×52 C
4 径30× 19 A ぞ乙30× 15 F

A B イ蚤30X34 7 B

符20× 18 E ?音28×27 E

(堆積土の分類 )

分 鞘 盈 十
′
昨 備  考 土 土

A 10YR3/4) ンル ト ■層土フロック混少 D 掘 り方 10YR3/4 シル ト Ⅱ
ド
ロ ッ

れ痕跡 にぶい責 褐 色 (10YR73) シル ト 柱 痕 跡 暗褐色 (10YR3/4) シ ル 1シ ルト小ブロック

B 掘 り方 灰責褐色 (10YR4/2) ンル ト Ⅱ層土ブロック混少 E 10VRR/4 シル ト ブ ロ ック湿 ィ少

柱 痕 跡 黒褐色 (10YR3/2 ンル ト F 10YRら/] シ,レ ト Ⅱ層 土 ブ ロ ック混 少

C 掘 り方 褐灰 色 10YR5/ シ ル T盾 十ブロックγ駐少

10YR4/ シルト
`

10YRR/2)シ ,レ トブロックY,少

基 峯 _二 基 _一  二

写真1 調査前 (南 より)

写真2 基本層序

写真3 耳ヒ区全景 (西 より)

写真4 中区全景 (西 より)



5(1)郡 山遺跡 (第 139次調査 )

写真6 南区全景 (西 より)

|=|||||
(南東より) 写真9

写真7 南区全景 (東 より)

群

ⅢⅢ' |■

'玉● 粋

写真10 ピッ ト15断面 (南 より)

|‰
歩iⅢⅢ:

●I■ .|=手

写真11 ビッ ト17断面 (南 より)

写真12 中区南端の落ち込み (西 より) 写真13 落ち込み部壁面アップ (西 より)



5(2)郡山遺跡 (第 141次調査 )

郡山遺跡 (01003)

仙台市太白区郡山5丁 目232-1

情報センター等の建築

483.09■正

113∬

(確認調査)平成13年5月 22日

(本調査)平成13年7月 30日 ～8月 9日

仙台市教育委員会 (文化財課)

(確認調査)主事 渡部 紀

文化財教論 加藤徳明

2 遺跡の位置 と環境

郡山遺跡は、仙台市の東南部、太白区郡山 2～ 6丁 目に位置する遺跡で、遺跡の範囲は東西約800m、 南北約900

mに及ぶ。第141次調査の場所は、Ⅱ期官衛外郭南辺より約200m南、郡山廃寺東辺の約150m東 である。

仙台市街地南部の地形は大きく二つに分けられ、名取川とその支流広瀬川が形成した西側の段丘地形と、その東

に広がる「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野がみられる。名取川と広瀬川は郡山遺跡の南東側で合流しており、

両河川に挟まれた一帯は「郡山低地」と呼ばれ、自然堤防と後背湿地が入 り組んでいる。遺跡内の標高は約 8～ 11

mである。

慰二L 琴/

■と手
=:

山 入丁

第1図 遺跡の位置 調査区の位置 (1/2,500)

3 調査に至る経過 と調査方法

当該地において、国土交通省東北地方整備局仙台工事事務所より情報センター棟・付属棟・貯水槽の建築工事が

計画されたため、仙台市教育委員会は申請者と協議を行い、まず確認調査を行うこととした。

平成13年 2月 に小規模な立会調査を行い、水田跡の存在が予測された。同年 5月 に情報センター棟予定地の確認

5(2)郡山遺跡 (第141次調査)

調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 原 因

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

担 当 職 員

(本調査)主査 吉岡恭平

文化財教諭 吉田和正

文化財教諭 村上秀樹

調 査 参 加 者 小野さよ子 佐々木瑞枝 佐藤ゆう子

佐藤リキ子 米澤俊子 伊藤房江

永野泰治 島津レチ子 加嶋みえ子

庄子弘子 伊藤清子 山田千代子

田中さと子 伊深みつ子 小沼ちえ子

板宮秀子

申  請  者 国土交通省東北地方整備局

仙台工事事務所

＼
埒ヽ

第2図

□

筋
　
″

□
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5(2)郡 山遺跡 (第141次調査)

情報センター

下層調査区

|~―

―

―
__

＝
‐―

汁

下

古

且

年

0/200)

情報センター部分
確認調査平面図

(1/21Xl)

,「藤孝耳
~~~~~~

>

側

溝

12層まで
調査

9層 まで

調査



5(2)郡山遺跡 (第141次調査)

調査を行った。調査では、まず 3× 22mの南北 トレンチを設定し、さらに北端を東に4m、 西に2.5m、 南端で東

に4.5m拡張した。現況はヨンクリー ト敷き駐車場であり、厚さ約90cmの盛土がある。古代の官衛関連の遺構検出

面ははっきりとしなかったが、 4b層および 5層がそれにあたると想定されたため精査を行ったが、柱穴跡や住居

跡等の遺構は発見されなかった。しかし、中央部壁面に4b層 より新しい時期の落ち込みが認められた。幅約3.5

m、 深さ約20cmで、東西にのびる溝状の落ち込みである。堆積土は4a層に類似する自然堆積層であり、遺物は出

土していない。基本層 1層 より土師器と須恵器の小片が各 1点出土しているが、時期は不明である。下層において

は、水田土壌と考えられる土層を確認した。

このことから、下層の水田跡についての本調査が必要と判断し、申請者側と再度協議を進めた。その結果、同年

7～ 8月 に発掘調査を行うこととした。

調査区は南北に長 く設定し、 8× 22mの範囲を約1.4m下の 6層上面まで重機で掘 り下げ、中央部の 4× 20mの

範囲で 7層以下の精査を行った。つ1水 と土層観察のため、西側に側溝を設けた。

平面実測には平板を用い、任意に設置した基準点 2点の測量を委託し、郡山遺跡の測量基準線に対応させた。ま

た、 2か所の上壌を採取し、プラント・オパール分析を行った。

なお本調査と並行して、付属棟予定地に2× 9m、 貯水槽予定地に 3× 5mの トレンチを設定し、確認調査を行

った。

4 基本層序

以下の12層 を確認した。

1層 :旧水田耕作土。

2層 :上部に酸化鉄集積。下部にオリーブ黒色粘上の層がある。

3層 :一部に暗い黒褐色粘上が粒状に混じる。

4a層 :下部ににぶい黄色粘土がブロック状に混じる。

4b層 :上層の影響で残 りが悪い。

5層 :一部に褐灰色粘土が混じる。須恵器 1点出土。

6層 :南側下部に少し厚めに、黒色粘上の薄い層が混じる黄灰色粘土の層あり。自然堆積層か。

7a層 :層下面に多少乱れあり。灰白色粘上がごく少量混じる。水田耕作土の可能性が考えられる。

7b層 :層下面の乱れが顕著。上部はやや明るく、下部は暗い色調。暗い色が残らない箇所もある。水田耕作土と

11)層菖

12帰雪

考えられる。

南側では確認できるが、北側では残 り悪い。

層下面の乱れが顕著。10層 の黒色粘土が粒状に混じる。水田耕作土と考えられる。

層下面は比較的平坦。北側下部にのみ灰黄色粘土 (上部は暗く、下部は明るい色調)が存在。南側では互層

が11層 直上まで続 く。自然堆積層と考えられる。石器 1点出土。

層下面は比較的平坦。北側では乱れが見られる箇所も多い。

南側で一部に庚化物が集積。下部は上部より明るい。

5 発見遺構 と出土遺物

(1)情報センター棟部分

7b層検出遺構 (第 5・ 8図 )

水田跡 畦畔状の高まりを6条、水田区画 5区画を検出した。
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5(2)郡 山遺跡 (第141次調査)

大畦と考えられる畦畔状の高まりは、調査区南部に位置 し、方向はW34° Nと 北西方向にのびる。上幅約 100cm、

下幅130～ 150cm、 高さ 6～ 8 cmで ある。小畦 と考えられる畦畔状の高まりは、北部に位置し、 4条はN36° ～45°

Wと 北西方向で、 1条はそれらに直交する北東方向にのびる。上幅30～ 40clll、 下幅40～60cm、 高さ 2～ 3 cmで ある。

第 8図に、水田面の区画と標高を示 した。

小畦には畦の切れ目が 2か所確認され、水口と考えられる。区画②と③の間の切れ日は、幅約30clll、 深さ約 2 cm

である。区画③と①の間の切れ日は、幅約40cm、 深さ約 2 clllで ある。

水田区画は、調査区が狭いため全体の分かるものはない。水田面の標高は7.05m～7.16mであり、区画②が高く、

区画⑤が低く、南に向かいだんだんに低くなる。水口部では、②→③→④と水が流れたと推定される。

7b層の下面は乱れが顕著であり、水田耕作土と考えられる。層の下面では、畦畔状高まりの下部においてほば

同方向の擬似畦畔が確認された。

3層検出遺構 (第 5図 )

清跡 7b層の大畦の下部で、同方向の溝跡が検出された。上幅約100cm、 下幅約40clll、 深さ5～ 8 cmで ある。遺

物は出土していない。

9層検出遺構 (第 5図 )

水田跡 畦畔状の高まり1条、畦畔跡と考えられる土色の違う部分 1条、水田区画 2区画を検出した。

大畦と考えられる畦畔状の高まりは、調査区南部に位置し、N44° Wと北西方向にのびる。上幅約60cm、 下幅

100～ 150clll、 高さ約 3 cmである。土色の違う部分は北側に位置する。

水田区画は全体の分かるものはない。標高は7m～ 7.1lmであり、南に向かってだんだん低くなる。

9層の下面は乱れが顕著であり、水田耕作土と考えられる。層の下面では、大畦の下部においてほぼ同方向の擬

似畦畔が確認された。

12層上面検出遺構 (第 6図 )

】ヒ部で凹凸地形を検出した。高まりと落ち込みがみられるが不整形である。中央部にも高まりがみとめられる。

基本層出土遺物 (第 7図 )

壁面の 5層 中より須恵器奏の体部片 1点、10層上面より石器 1点 (第 7図)が出土している。石器は剥離痕が不

明瞭だが、剥片 と考えられる。

(2)付属棟
'曽

築予定地確認調査 (第 3図 )

遺構は発見されなかった。遺物は、須恵器奏の頸部片 1点が出土している。土層は西方向に傾斜 している。

(3)受水槽建設予定地確認調査 (第 3図 )

遺構は発見されなかった。盛上下で、河川堆積層と考えられる砂層を確認している。

6.ま とめ

7b層および 9層 において畦畔状の高まりを検出したが、土壌のプラント・オパール分析の結果 (P63～)も あ

わせると、両層において水田耕作が行われていたと考えられる。各層の所属時期については、遺物が出上 していな

いことから不明である。

近接する郡山遺跡第65次調査 (注 1)で も今回同様に下層において水田跡が発見されているため、対応関係を考

えたい。土層で対比すると、若千土色の違いがあるが、第65次のⅦ a層が今回の 7b層 に、第65次のⅨ a層が今回

の 9層に汁応する可能性が高い。遺構でみると、第65次 D区Ⅶ a層の畦畔方向と今回の 7b層畦畔の方向がほぼ同

方向である。また、第65次 E・ 0区のⅨ a層 と今回の 9層の畦畔もほぼ同方向である。第65次調査では、Ⅶ a層・

Ⅸ a層 は弥生時代に位置づけていることから、今回の 7b層 。9層 も弥生時代に所属する可能性が考えられる。
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5(2)郡 山遺跡 (第141次調査)

0                   5clll

~      (1/2)

第7図 出土遺物

第6図

― ―
         (1/100)

12層上面平面図

①

9層水田跡

②  ③  ④

7b層水田跡

第3図 7b層 9層水田跡の標高

7a層は、層下面に多少乱れがあり、プラント・オパール分析からみても水田耕作上の可能性がある。しかし、

畦畔等の遺構は検出されなかった。

8層上面検出の溝跡は、 7b層の大畦の直下であることから、水田耕作と何らかの関係のある遺構の可能性が考

えられる。 8層 は、プラント・オパール分析からは水田耕作土の可能性は低いとされる。

10層上面出土の石器は、上層の 9層水田耕作時に使用されていたものが沈み込んだ可能性がある。

12層で検出された凹凸地形は、第65及調査 I区・H区 � 層で検出されているような、風倒木痕跡の可能性が考

えられる。

注 1 仙台市文化財調査報告書第156集 (1992)『 宮城県仙台市 郡山遺跡―第65次発掘調査報告書―』仙台市教育委員会

石英安山岩質凝灰岩?



5(2)郡 山遺跡 (第141及調査)

仙台市、郡山遺跡第141次調査のプラン ト・オパール分析

株式会社 古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあと

も微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である (藤原 。杉山,1984)。

郡山遺跡第141次調査の発掘調査では、 7b層 と9層 において水田跡が検出された。そこで、これらの層におけ

る稲作の検証とその他の層における稲作の可能性を検討するために、プラント・オパール分析を行うことになった。

2.試料

調査地点は、調査区東壁の北側 (A地点)と南側 (B地点)の 2地点である。分析試料は、両地点ともに上位よ

り灰黄色粘土、黄灰色粘土、黒褐色粘土および黒色粘土の互層 (6層 )、 灰責色粘土 (7a層 )、 黄灰色粘土 (7b

層,水田耕作土)、 灰黄色粘土 (8層 )、 黄灰色粘土 (9層 ,水田耕作土)、 にぶい黄橙色粘土、黒色粘土および灰

黄褐色粘土の互層 (10層 )、 褐灰色粘土 (11層 )お よび灰責褐色粘土 (12層 )において、それぞれ 8点ずつの計16

点が採取された。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行っ

た。すなわち、 1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)、 2)試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0,02g添

加 (電子分析天秤により0。lmgの精度で秤量)、 3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理、 4)超

音波水中照射 (300W。 42KHz・ 10分間)に よる分散、 5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去、 6)封入剤

(オ イキット)中に分散 してプレパラー ト作成、 7)検鏡・計数の順である。

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ

ー ト1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガ

ラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗 じて求める)に換算して示し

た。おもな分類群については、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重,単位 :105g)を乗 じて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)

の換算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48お よびクマ

ザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)は 0,75である。

4.結果

分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (ネ ザサ節型、クマザサ

属型、その他)お よび未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1、 図 1と 図 2に示した。

主要な分類群については顕微鏡写真を示す。



5(2)郡 山遺跡 (第141次調査)

5.考察

水田遺構が検出されていた 7b層 と9層では、A地点、B地点ともにイネのプラント・オパールが検出されてい

る。このうち、 7b層 ではプラント・オパール密度が2,800個 /gと 5,100個 /gであり、稲作跡の検証や探査を行 う際

の基準値である3,000個/gに 匹敵するかそれ以上である。 したがって、 7b層 については稲作跡である可能性が高

いと判断される。一方、 9層ではA地点で2,000個 /g、 B地点で1,400個 /gと いずれもやや低いプラント・オパール

密度である。もし、 9層で稲作が行われていたとするならば、 1)稲作の行われていた期間が短かった、 2)稲藁

の大部分が水田の外へ持ち出されていた、 3)土層の堆積速度が速かった、 4)稲の生産性が低かった、などが考

えられるがここでの主な要因は不明である。これら以外では、 7a層、 8層および 9層でもイネのプラント・オパ

ールが検出されている。これらのうち 7a層 では、A地点で2,700個 /g、 B地点で3,300個/gと ともに高いプラン

ト・オパール密度である。また、どちらも直上の 6層からはイネはまったく検出されていないことから、上層から

後代のプラント・オパールが混入したことは考えにくい。こうしたことから、 7a層においても稲作が行われてい

た可能性が高いと考えられる。また、 9層ではプラント・オパール密度は2,000個 /gと 1,400個 /gで低いものの、い

ずれも直上層よりも高い密度であり小さいながらピークとなっている。このことから、 9層では調査地点もしくは

近傍において稲作が行われていた可能性が考えられる。なお、 8層についてはプラント・オパール密度が低いこと

から、上層からの混入である可能性が高い。

おもな分類群の推定生産量 (図の右側)をみてみると、両地点とも下位の12層 と11層ではネザサ節型あるいはク

マザサ属型が優勢である。また、ススキ属型も検出されることから、両層の雄積時は調査区周辺は比較的乾いた環

境であったと推定される。その後、B地点では10層、 9層、 7b層、A地点では 6層でヨシ属がそれぞれ優勢とな

っていることから、これらの層の地積時は調査域は湿地的環境になったと推定される。なお、これらの層でも周辺

にはススキ属、ネザサ節やクマザサ属などのササ類が生育していたと推定される。

6.ま とめ

郡山遺跡第141次調査においてプラント・オパール升紙 を行い、稲作の可能性について検討 した。その結果、水

田跡が検出されていた 7b層 と9層 では、いずれもここで稲作が行われていたことが認められ、分析的にも両層が

水田跡であることが確認された。また、 7a層 と9層 についても調査地点あるいは近傍で稲作が行われていたこと

が示唆された。

文献
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5(2)郡山追跡 (第 141次調査)
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写真1 調査前 (北 より)

写真2 南東壁断面 (北 より)

5(2)郡 山遺跡 (第141次 調査)

写真5 西壁上層断面 (東 より)

|■
｀   | ■ |'|. 1_

写真9 東壁断面④

写真3 確認調査全景 (南 より)

写真4 確認調査検出 落ち込み断面 (西 より)

写真6 東壁断面① 写真7 東壁断面②

写真8 東壁断面③



5(2)郡山遺跡 (第 141次調査)

写真10 東壁断面⑤ 東壁断面⑥

写真12 7b層畦畔検出状況 (西 より) 写真13 7b層畦畔検出状況 (東 より)

写真14 7b層上面全景 (南西より)

写真15
7b層上面全景

(北 より)

写真17 擬似畦畔 (西 より)



写真18 9層畦畔検出状況 (西 より)

5(2)郡 山遺跡 (第 141次調査)

写真19
9層上面全景
(南 より)

写真22 8層 上面の溝跡
(西 より)

写真20 9層 の畦畔 (西 より) 写真21 9層 の畦畔 (北 より)

写真23 9層 の土壊の状況 写真24 石器出土状況

写真25 12層北部の凹凸 (西 より)

写真26 出土石器



1 調査要項

遺  跡  名 富沢館跡 (01246)

調 査 地 点 仙台市太白区富沢字舘32-1

調 査 原 因 個人専用住宅の建築

対 象 面 積 131∬

調 査 面 積 63.5∬

2 遺跡の位置 と環境 (第 1・ 2図 )

遺跡は、名取川の北側で焦川の南岸に位置し、自然堤防上に立地する。紫桃氏の著書によると、当地は「入生田

屋敷」と呼ばれ、水濠、土塁にかこまれた城館跡とされている(注 1)。 今回の調査区は、そのほぼ中心部にあたる。

二i::二」賞二部 、| とヽ li

6 富沢館跡

第1図 遣跡の位置 (1/25,OIXl)

ー

6 富沢館跡

第2図 調査区の位置 (1/2,500)

調 査 期 間 平成13年 10月 2日 ～ 4日

調 査 主 体 仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員 主査 吉岡恭平  教諭 豊村幸宏

文化財教諭 村上秀樹

胡 |

∞
２ぞ「
「
‐

「
十

一
0                 10m

―

       (1れ 00)

第3図 調査区配置図



6 富沢館跡

3 調査に至る経過 と調査方法 (第 3図 )

当該地において個人専用住宅の建築が計画されたため、協議を行い確認調査を行うこととした。まず、 3× 16.5

mの トレンチを設定して調査を行ったが、西端で大規模な溝跡が検出されたため、その周囲を拡張し、引き続き溝

跡の調査を行った。

4 基本層序 (第 4図 )

現況は畑で、耕作土 (I層 )は厚さ約60cmである。厚さ約10cmの黒褐色シルトのE層があり、その下のⅢ層褐色

砂質シルト上面で遺構が検出された。Ⅲ層の上部には、灰白色火山灰と考えられるブロックが混じる。

5 発 見 された遺構 と遺物 (第 4図 )

滞跡 2条が発見された。

SDl溝跡

調査区西端で検出した。規模は東西幅4.5m、 南北幅 3mで、北 。東岸を検出してお り、溝跡の端部もしくは角

部と推測される。深さは1.3mま で掘 り下げたが中断したため、底面は検出していない。

b2m¬

南壁断面 (SD2溝 跡)

~~       (1/60)

SDl溝跡

お 土 色 土世 備  考

瞥褐色 シルト 七性なし、しまりなし、焼土粒・木炭粒混じる、旧耕作土

コ 黒褐色 シルト 省性ややあり、しまりなし、焼土粒・木炭粒・マンガン粒混じる

Ⅲ 褐色

'質

ンル| 省性なし、しまりややあり、火山灰カ ック・酸化鉄斑・マンガン斑 木炭粒混じる

Ⅳ 褐灰色 細砂 告性なし、しまりややあり、層上半は径1～5c aの礫層、駿化鉄斑 マンガン斑 木災粒混じる

V 黄灰色 粘 土 七性あり、しまりあり、酸化鉄斑・木炭粒混じる

土  色 土性 備  考

曽掲色 ンルトも性なし、しまりなし、径1～ 10cmの礫木炭荘酸化鉄班マンガン斑じる、灰貰掲色猫主ブロック混じる

2 「リーブ黒迄 粘土 粘性あり、しまりあり、径1～3cnの礫・木炭粒混じる

3 天黄色 粘土 粘性あり、しまりややあり、酸化鉄斑混じる

黒色 粘 土 粘性あり、しまりあり、オリーブ黒色粘土と互層、木炭粒・植物遺体混じる

5 暗緑灰色 粘 土 粘性あり、しまりあり、木炭泣・酸化鉄斑混じる

SD2滞 S,亦

土  色 土性 備 考

瞥褐色 士顕シル 粘性ややあり、しまりややあり、基本層Ⅲ層小フ増ック・木炭粒 マンガン粒混じ堵

2 黒褐色 粘土 粘性あり、しまりややあり、木炭荘・焼土泣 マンガン粒混じる

第4図 遺構平断面図



6 富沢館跡

・
                                              2

~~      (1/3)
10C阻

0         5cm(4の み)

~                    (2/5)

番号 遺構 層位 種別・器種 特  徴       1産  地 十   年 代 残  存
法 量 (cm)

写真図版 登録番号
口 径 低 径 器  高

ユ SDl■層 旅釉陶暴・末注 ? 灰釉                i古 瀬戸  113C? 7 I― J

番号 遺構・層位 種別略殖 外  面 内   面 残 存
法  量 (

写真図版 登録番号
口 径 低 径 器  高

2 検出面 土師器高台付琢 ヘラミガキ (不 明瞭 )、 黒色処理 底部 :1/4 (66) D-2
3 検出面 上師器郭 ロクロナデ、回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 奥部 :ン4 58 D-1

番号 遺構・層位 種別・器種 特  徴 残 存
法 量 (cm)

写真図版 登録番号
口 径 低  径 器  高

4 検出面 弥生土器・葵 口唇 :縄文 (LR)胴フ ケヽメ状痕跡→ヨヨナデ、刺突、縄文(LR) 7-2

第5図  出土遺物

遺構の掘 り込み層は基本層 Ⅱ層である。堆積土は 5層 に分けられる。 1・ 3層 と2層 の間に酸化鉄の集積層があ

り、層理面をなしている。

1層からはロクロ使用土師器、陶器が少量出土している。第 5図 1は古瀬戸水注の肩部片であり、注目がはがれ

ている。破片資料ではあるが、肩が張る点と、注目の付 く位置から、「藤澤編年の前Ⅲ期 (13世紀第 3四半期頃)」

に位置づけられる (注 2)。

SD2溝跡

SDl溝跡の東に位置する。壁面で確認した掘 り込み層は基本層Ⅲ層上面なので、SDlよ り古い溝である。幅

70cm、 深さ10cmで ある。遺物は出上していない。

6 まとめ

発見されたSDl溝跡は、機能していた時期は不明であるが、規模が大きい点から富沢館跡に関係する溝跡であ

る可能性が考えられる。今回の調査区では、建物跡や井戸跡等の遺構は発見されなかったため、 SDl溝跡より南

西側にそれらの遺構が展開することが予想される。

注1 紫桃正隆 (1974)『 史料仙台領内古城・館』4

注2 藤澤良祐氏より、実測図と写真をもとにご教示を得た。

参考 (財)瀬戸市埋蔵文化財センター (1997)『 (財)瀬戸市理蔵文化財センター研究紀要』第5輯



6 富沢館跡

写真1 調査前全景 (南 より)
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(北 より)

写真3

調査区全景 (西 より)
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写真7 出土遺物

写真4 SD司 清跡 (東 より)

写真5 SD刊溝跡断面 写真6 SD2清跡 (南 より)



7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)

7 下ノ内浦遺閉 (第6次調査 )

担 当 職 員

調 査 参 加 者

1 調査要項

遺  跡  名 下ノ内浦遺跡 (01368)

調 査 地 点 仙台市太白区長町南 4丁 目32番 6ほか

調 査 原 因 共同住宅の建築

面    積 対象400∬ 調査310∬

調 査 期 間 平成13年 6月 4日 ～ 6月 22日

調 査 主 体 仙台市教育委員会 (文化財課)

教諭 豊村幸宏  主事 渡部紀

蓮沼秀子 蓮沼英子 伊藤征子

横尾由記子 高橋美香 小田嶋祥子

赤間眸 板橋栄子 小川良子 相原実

株式会社大京東北支店

みやぎ生活協同組合

申 請  者

調 査 協 力

2 遺跡の位置 と環境 (第 1・ 2図 )

下ノ内浦遺跡は仙台市街地の南部に位置する。名取川の北側を流れる小河川魚川の北岸に位置し、焦川の形成し

た自然堤防上に立地する。

これまで、仙台市教育委員会による5次にわたる調査 (注 1～ 5)と、発掘調査団による調査 (注 6)が行われ

ており、縄文時代早期から近世にかけての遺構が重層的に発見されている。今回の敷地内では、これまで第 1・ 3

次調査が行われている。

―
一

t.―

第1図 遺跡の位置 (1/25,000 第2図 調査区の位置 (1/2,500)

3 調査 に至 る経過 と調査方法 (第 3図 )

当該地において、平成12年に株式会社大京東北支店による共同住宅の建築が計画されたため、協議のうえまず確

認調査を実施した。その結果、計画建物の西半分において遺構が発見され、本調査が必要と判断された。再度協議

し、平成13年度に土地所有者であるみやぎ生活協同組合と発掘調査委託契約を締結し、発掘調査を実施することと

なった。

現況は店舗の駐車場である。アスファル ト、盛土、表土は重機で除去し、Ⅲ層上面でピット等の遺構を検出した。

重機掘削の際、誤って南半部はやや面を下げすぎてしまった。遺構の実測基準点は、 2点 を任意に設定し、後に国

家座標値 (平面直角座標系X)の測量を委託 した。基準点 1が X=-198303.337、 Y=3666.576、 基準点 2が

X=-19831■798、 Y=3650.685である。
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，
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7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)

4 基本層 序 (第 4図 )

基本層序は 5層確認している。駐車場アスフアル ト下には厚さ約50clllの盛土があり、その下に旧表土と推定され

る I層がある。黒褐色のⅡ層をはさみ、オリーブ褐色のⅢ層砂質シル ト層の上面で遺構が検出された。Ⅳ層は灰白

色火山灰が主体であり、以下砂層が続 く。Ⅳ層以下は南に傾斜 している。

基本層序が砂質シル ト層や砂層であり、火山灰層が傾斜 して堆積 したりする状況から、全体が河川堆積層と考え

られる。北東に位置する 3次調査区では、堆積層中に灰白色火山灰層のみられる河川跡を検出していることから、

今回の調査区は 3次調査で確認した埋没河川跡にあたっていると考えられる (第 10図 )。

5 発見 され た遺構 と遺物 (第 5～ 9図 )

Ⅲ層上面で土坑 7基、ピット213基、溝 1条が発見された。前後関係は、SKl・ 2。 3。 4土坑、 SDl溝跡

はピットより古い。 SK5土坑はSDl溝跡、ピットより新しい。

SKl土坑 (第 6図 )

長さ110cm以 上、幅70cm、 深さ28clllの 精円形である。堆積土中から、土師器片 (ロ クロ、非ロクロ、第 9図 1)、

赤焼土器片が少量出土している。

SK4土坑 (第 6図 )

長さ135セ ンチ、幅90cm、 深さ10cmの精円形である。堆積± 2層が灰層である。出土遺物はない。

SDl溝跡 (第 5。 7図 )

幅80～ 100c皿、長さ22m以上で、調査区を斜めに横断している。方向は、N80° Wである。堆積± 1層 より、縄

125m名   東 壁   さ 126mれ  北 壁 卜

120m_―     盛 土

第3図 調査区配置図 (1/500

盛  土

/⑩ 醒 m一‐ ―

二十
~

Ⅲ
110m__                      ―

鵬 m一    
一

126m¬ 北 壁  辞

120m―――

第4図 壁断面図

Д  ―   /
I

蜘
104m―十

___」____! ―

鬱8m名_南
壁 騨

盛 土
120m―             

―

≠

110m――    Ⅱ   
―

12 0na一

基本層序

土  色 土 性 備  考

I 音灰黄色(25Y4/2 粘上質シル| 粘性ややあり、しまりあり、層中央に酸化鉄集積層、本炭粒が混じる

Ⅱそ黒褐色(loYR3/2 ンルト 粘性 しまりなし、木炭粒 マンガン粒が混じる

Ⅱl 黒褐色(10YR3/2 佑土質ンルト 省性ややあり、しまりややあり、Ⅲ層ブロック本炭糧 .マンガン粒が混じる

Ⅲ がい貨褐色(ЮY脳々 砂質シルト 七性。しまりなし、マンガン斑・酸化鉄斑が混じる

:ぶ↓瑣髄 住ドR″ シルト 七性。しまりなし、火山灰層、酸化鉄延が混じる

褐色 (10YR4 4) /11B砂 枯性。しまりなし、マンガン斑が混じる

C断面

No 土  色 土性 備  考

ピット 黒褐色住OYR3ρ シルト 粘性ややあり、しまりややあり、Ⅱ層粒 ,酸化鉄粒・マンガン粒が混じZ

1 黒褐色Q∝ R3ρ 粘土質シルト粘性ややあり、しまりややあり、本炭粒・マンガン粒が混じる

2 暗褐色QOYR3潟 シルト 粘性なし、しまりややあり、■層プロック 木炭粒 マンガン粒が混じる

B断面

土  色 土 性 備  考

黄灰色(25Y71) ンルト 粘性なし、しまりあり、本炭粒・酸化鉄斑 マンガン粒が混じる



7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)
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∽
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第5図 遺構配置図

∵  傘
SK4土坑

o               2m
(1/60)

SK3土坑

S附土坑

No 土 色 土性 備  考

1 灰黄褐色(10YV2) 尭土 炭片少畳混じる

2 黒褐色(loYR3/1

'質

シル| にぶい黄褐色土カ ック少量混じる、焼土・炭片少量混じる

3 灰責褐色(loYワ 2) 基本層Ⅲ層ブロック多く混じる

4 基本層Ⅱ層土主体で灰黄褐色土 (10YR4/3)小プロック少量混じる

SK2土坑

喘 土 色 土性 備  考

1 反責褐色(10YV劣 シルト

2 堆I層土主体で基本層 Ⅲ層のガラ的 ック少量混じる

3 基本層Ⅲ層土主体で灰黄褐色土小プロック混じる

SK3」J九

¶o 土 色 土性 備 考

死黄褐色(10YV2) 基本層 Ⅲ層小如 ック少量混じる、炭片少量混じる

2 :ぷい辮馳但ばR53 基本層Ⅲ層プロック少量混じる

SK4土坑

No 土  色 土性 備  考

1 灰黄褐色(10Y4/2) 砂貿シルト基本層Ⅲ層小ブロック少量混じる、焼土炭片わずかに混じる

2 灰・炭主体の層、基本層 狙層プロック少量混じる

3 え黄褐色(10YV2) シルト基本層 Ⅲ層イヽプロック少量混じる、焼土 炭片わずかに混じる

第6図 遺構平断面図 (1)



7 下ノ内浦遺跡 (第 6久調査 )

慰〇
　
♂

攣○
柄

115m為

斡
SK5土坑

0                                     5m

トーーーーーーーーー「
――――~~~~¬

「
~~~~~~~~■ ~~~~~――――可~~~~~―――引 (1/100)

第5図 遺構配置図

0                          2m

― ―

       (1お 0)

SK5ユニ1売

土  色 土性 備  考

黒褐色QoYR3/2 シルト粘性なし、しまりややあり、にぶい黄褐色土プロック焼土・炭片混じる

SK6土坑

土  色 土性 備  考

1 量褐色(lllYR3/2 シルト粘性なし、しまりあり、基本層 Ⅲ層小ブロック斑状混在

SK7■」丸

土  色 土性 備  考

〔 ミ褐色(lllY財2 シルト粘性なし、しまりあり、基本層Ⅲ層如 ック多く混じる

SK7土坑
SDl溝跡

土  色 土性 備  考

1 R褐色QoYR3/2 シルト 粘性なし、しまりややあり、基本層Ⅲ層ガヽブロック・炭片 マンガン粒混じ堵

2 黄褐色 (10YR5/6 砂質シル| 粘性なし、しまりややあり、堆1層土カ ック・マンガン粒混じる

第7図 遺構平断面図 (2)



7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)

文土器、ロクロ土師器、赤焼土器が少量出土しているが、底面からの出土遺物はない。堆積土上面でピジトが検出

されるが、溝底面で検出されたピットもある。

ビッ ト (第 5図 。第 1表 )

全部で213基発見された。規模については第 1表にまとめた。深さについては、検出面を掘 りすぎてしまってい

るため、壁面で確認したⅢ層上面のレベルから推定した深さとしている。柱痕跡が認められるピットもある。ピッ

ト堆積土からの出土遺物はごく少量で、時期不明の上師器、ロクロ土師器、赤焼土器などの細片である。最も新 し

い遺物 として、 P l18底面から、龍泉窯産の青磁碗の小片が出土 している (第 9図 5)。 平面図作成後の図上での検

討で、以下の 2棟の掘立柱建物跡を復元した。 2棟の前後関係は不明である。

SBl建物跡 (第 8図 )

桁行 5間以上、梁行 2間の東西棟建物跡 と考えられる。桁行の長さ9.6m以上、梁行の長さ3.9m、 方向は、N
6° Eである。

SB2建物跡 (第 8図 )

桁行 5間以上、梁行 2間の東西棟建物跡 と考えられる。桁行の長さ8,7m、 梁行の長さ3。9m、 方向は、N8° E

である。

基本層出土遺物

基本層 I層、Ⅱ層からは、土師器 (ロ クロ、非ロクロ)片が出上しているが、図示できない小片である。
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第8図
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7 下ノ内浦遺跡 (第 6及調査)

6 まとめ

今回の調査区は、 3次調査で確認した埋没河川跡にあたってお り、河川跡堆積層中に灰白色火山灰層があること

から、検出された遺構の時期は平安時代後半以降と考えられる。ピット群に関しては、輸入磁器の破片が出土して

いることから、中世か、それ以降と考えられる。各遺構の下限の時期については不明である。

3次調査でも掘立柱建物跡が発見されているが、今回の建物跡とは方向性が若千異なる (第 10図 )。

酒 ゑ

0           5crll(5の み)

―

     (1カ )

0                      10cm
(1/3)

番号 遺構・層位 種  別 外   面 内   面 残 存
法 量 (cl)

写真図版 登録番号
日 径 低 径 器  高

ユ SKI 土師器郭 マメツ、黒色処理 ヘラミガキ?黒色処理 ヨ緑部■ん 10ユ C-1

2 SKl■～3層 土師器高台付琢 ロクロナデ、回転糸切り ラミガキ、黒色処理 臣部 :1/8 D-2

3 SDl 赤焼土器 不 回転糸切り 氏部 :完形 T-1

4 赤焼土器 杯 回転糸切り ヨテのあて目あり 氏部 :完形 ∞ T-2

番号 遺構・層位 種別・器種 特   徴 産  地 年 代 残  存
法 量  (cll)

写真図版 登録番号
口 径 低 径 器  高

Pl18底面 青磁・碗 産弁支 龍泉窯系 ユー] I― ]

番 号 接構・層位 府麦男J・ 線 特   徴 長さ(clll 編 (cm) 厚さ(cm) 董量 (g 石 材 写真図版 登 録 番号

6 P4 砥 石 48 360 1-2 K―ユ

第9図 出土遺物

第10図  3次、6次 の合成図

0         10       20m
~     ~           (1/7鴎

)



7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)

第刊表 ピット計測表

土  色 土 性 備 考

A 黒褐色 (10YR3/2) シ,レト 基本層Ⅲ層土小ブロック混じる

柱痕 黒色(10YR2/1) シルト質粘土

B 黒褐色(10YR2/2) 階土質シルト え片多量に混じる

陛痕 黒色(10YR2/1) シルト質粘土

無  印 黒褐色 (10YR3/2) シルト 基本層Ⅲ層土小ブロック混じる

注 1 仙台市文化財調査報告書第59集 (1983)『下ノ内浦遺跡』仙台市教育委員会

注2 仙台市文化財調査報告書第■5集 (1988)『 下ノ内浦遺跡発掘調査報告書』仙台市教育委員会

注 3 仙台市文化財調査報告書第207集 (1996)『 下ノ内浦・山口遺跡―仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書V

注4 仙台市文化財調査報告書第173集 (1993)『 下ノ内浦遺跡第 4次発掘調査報告書』仙台市教育委員会

注 5 仙台市文化財調査報告書第202集 (1995)『下ノ内浦遺跡第 5次発掘調査報告書』仙台市教育委員会

注 6 下ノ内浦遺跡調査団 (1988)『 宮城県仙台市下ノ内浦遺跡』埋蔵文化財発掘調査研究所

―』仙台市教育委員会

(単位 :セ ンチメー トル)

1 B A A

2 B 4R 43 202

A 4R 39 B

44 37 A

5 A 45 A 205

fI A A 54

7 47 A 47 A 5R A 36

8 B 168 48

9 Tl 169

37

l A A

2 A
8 46 A

47 B 43

5 B A

A 69 A

7 58 79 177 A
74 A 58 24 A

59 A
49 B

A B

A A

A A

A l“レ4 B A
A 145

66 A A
A A A A

A A 108 148 A

49

A A

57 F3 2

38 73 3 A A

45 4 A
44 B R

5 B 156 A 49

ら B 157

78 5 A 158

79 6 159

160

写真1 出土遺物
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7 下ノ内浦遺跡 (第 6次 調査)

r         .■ 琴蘊

写真3 基本層序 (A断面)

一鶴

■.●簸
写真5 基本層序 (C断面 )

lif r.―■馨

基本層序 (B断面 )

写真6 基本層序 (D断面 ) 写真7 遺橋検出状況 (北 より)

完掘全景 (西 より)写真8 完掘全景 (東 より)



7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)

Ⅲ蔦」

写真刊5 SKl土坑

_ ―

~|    
―     !―

ピッ ト群 (北 より)

(北 より)

に

濾轟 iこと,|

写真10 完掘全景 (南 より)

写真12 SDl清跡 (東 より)

写真14 SKl土坑断面

写真16 SK2土坑断面 写真17 SK2土坑



写真22 SK5土坑断面

7 下ノ内浦遺跡 (第 6次調査)

写真25 SK7土坑断面

写真19 SK3土坑 (南 より)

写真20 SK4土坑断面

SK4■J克

写真23 SK5土坑 (南 より)

写真26

写真27 作業風景

SK7土坑 (南 より)



8 陸奥国分尼寺跡 (第 10次調査略報 )

陸奥国分尼寺跡 (01020)

仙台市宮城野区宮千代 1丁 目地内

都市計画道路改築工事

3210∬

l T 93n= 2T22nf 3 T 10だ

4T174nf 5 T 50n= 6T14∬

7T19だ  8T15ど  合計397∬

2 遺跡 の位置 と環境 (第 1。 2図 )

陸奥国分尼寺跡は、仙台市街地の東部に位置し、陸奥国分寺跡

と約500m離れ並んでいる。新寺の仙台中町段丘の東に接する自

然堤防上に立地し、標高は10m前後である。

昭和23年 に寺跡中心部と推定される部分が史跡指定され、その

後昭和39年 に「観音塚」と呼ばれていた土壇の発掘調査が行われ

た (注 1)。 その結果、版築による基壇上に桁行 5間、梁行 4間

の礎石建ち建物跡が発見され、金堂跡と推定された。国分尼寺の

創建時期は、出土する瓦の年代より、陸奥国分寺と同時期であり、

多賀城Ⅱ期修造の762年 (天平宝字 6年)前後かと考えられてい

る (注 2)。 周辺ではこれまで数次にわたる発掘調査が続けられ

てきており (注 3～ 10)、 今回で第10次の調査となる。

3 調査に至る経過 と調査方法 (第 3図 )

陸奥国分尼寺跡を横断する都市計画道路清水小路多賀城線の改築工事については、従来より仙台市建設局行路課

と文化財課との間で協議を進めてきたが、用地の確保が進んだため平成13年度より調査を行うこととなった。そこ

で発掘通知の提出を受け、発掘調査を行うこととした。

拡幅幅は5～ 10mと 狭く、隣接する民家や事業所の通路を確保したり埋設管を避けたりしたため、部分的な調査

とせぎるを得なかった。そのため、東西の端では寺域の区画が存在するかどうか、推定金堂跡北側では、主要建物

が存在するかどうかの 2点に調査目的をしばり、合計 8ケ 所のトレンチを設定した。

4 発見 された遺構 と遺物

発見された遺構、遺物の概略について報告する。後に発表する本報告の際に変更する可能性があるので、遺構名

などは仮のものである。

(1)掘立柱建物跡 (第 3～ 5図 )

4～ 6ト レンチにおいて南北 2棟の掘立柱建物跡が発見された。北側建物跡と南側建物跡と仮称しておく。

北側建物跡 第 6次調査で発見された建物跡と同一のものと考えられ、桁行15間以上、梁行 2間の東西棟建物跡で

8 陸奥回分尼寺跡 (第 10次調査)

1 調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 原 因

対 象 面 積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

担 当 職 員

調 査 参 加 者

平成13年 8月 28日 ～H月 28日

仙台市教育委員会 (文化財課)

主事 渡都紀  文化財教諭 村上秀樹

教諭 豊村幸宏  文化財教諭 吉田和正

大内孝子 小野栄子 菊地和江 佐藤篤

鈴木貴美子 板橋実 小林国子

菅井君子

第1図 遺跡の位置 (1/25,00tl)



8 陸奥回分尼寺跡 (第 10次調査)

ある。東端は発見できなかった。桁行の柱間寸法は約 3m(10尺 )の等間であり、東西長は45m(150尺 )以上と

推定される。梁行の柱間寸法は3.3m(■尺)であり、南北長は6.6m(22尺)と 推定される。間仕切 りが 2ヶ 所に

ある。建物方向は、真北に対し約 4° 西偏しており、推定金堂跡が 3° 20′ 西偏しているのに近似する。

大部分の柱は建て替えられている。柱掘方は平均して100× 150cmの長方形で、深さ70～ 90cmである。柱痕跡は径

30cm程で、掘方底面に達している。柱の抜き取 りは認められなかった。一部の柱穴の掘方埋土より瓦片が出土して

いるが、時期を決定するには至らない。

南側建物跡 北側建物跡の約 9m南に位置する。平行する 2列 の柱列を 6間分発見した。桁方向の柱間寸法は約 3

m(10尺 )、 梁方向の柱間寸法は約2.4m(8尺)である。柱の立て替えは認められず、柱の抜き取 りもなかった。

柱穴の規模は北側とほぼ同じであるが、北側の柱掘 り方は、北側に段がある。

(2)土坑 (第 4図 )

7ト レンチで土坑の一部を発見した。長さ4m以上、幅2m以上の楕円形と考えられる。上層から底面近くに至

るまでの堆積土から多量の遺物 (土のう袋約50袋分)が出上している。大部分は瓦片であり、他に土師器 (非 ロク

ロ、ロクロ)、 須恵器、鉄滓、羽口などがある。重弁蓮華文軒丸瓦が 1点ある。今後整理を進め遺物の詳細を明ら

かにしたい。

|…
・

呵

♂
‐ヽ‐

距為
。

上色`ミヽギ

上

壽    ||]嘩

庶目==ギた違攘
|||を畳土|lξ
ゴー_J悌詳日▲

第2図  調査区の位置 (1/2,000
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8 陸奥国分尼寺跡 (第 10次調査)

0        2m

―

                   (1/100)

o                         2m
卜 可 ~T¬ 庁 イ ~十 ¬ 一 T―

「

可
~1(1/60)

Pl古

第5図 柱穴平断面図

ゃけン/

愕6出           ド

盛 土閻

H8m名

剖
日
輩
引

7

Ib

γ

120峠

126mれ

土 色 土性 備  考

1 ミ褐色(10YR3/1 しまりややあり、基Ⅲ層土径05～lcmブロック少畳混じる

2 尻寅禍色(10YM2

浅黄橙色(10YM4

,レトしまりあり、灰黄褐色土 基Ⅲ層土径1～ 3cm,加 ック混在、黒褐色

(10YR3/1)シ ルト径lclnブ ロック少量混じる

3 灰黄褐色住OYR4カ

浅責橙(10YR3/4

ンルト ッまり弱い、灰黄褐色土 基Ⅲ層土 (径 lcm以 下)7EIッ ク混在

4 完責澄色(1叫Ry4 シ,レト まりややあり、基Ⅲ層土径3cmカック主体、灰黄褐色(loYR4カ )シルト少量混じる

5 白色 粘 土 上下に厚さ0 5cllの 酸化鉄層あり

6 撹黄橙色(10YM4 シ,レト しまりややあり、基Ⅱ層土径2～5cmブロック主体、灰貢褐色 (10YR4泡

シルト多く混じる、黒褐色(10YR3/1)シ ルト少量混じる

7 曳女潮Ⅸ10YR8 4 ィまりあり、基Ⅲ層土主体、褐灰色 (loYR4/1)シ ルト径0 5cm少量混じ∠

8 茂寅0色 (lUY Кy4

黒褐色(10Yttyl)

I土費シル|

シルト

しまりあり、基Ⅲ層土(厚さ3～5cn)黒 褐色上(厚さ1～3cln)の 互層

9 とぶい黄橙色(10YR,8 しまりあり、礫径1～ 3cm多 く混じる

院責澄色住OY踏/T ンまりあり、基Ⅲ層径5cIIブロック主体、灰黄褐色(10YRク 2)シルト制ブロック少量混じア

砂礫層 しまりなし、基Ⅵ層の砂礫層 (径 I～ 5cmの礫)主体で、基V層 (浅黄橙色

10YRy4粘土質シルト)、 黒褐色(loYR3/1)シルトが混じる

皓 土  色 土性 備  考

E 明黄褐色(10YRyd シルト なりあり、黒褐色住OY賜リシルト方喘状あるヤ‖よ粒料:洗じる、下部でグライしてV｀るけリー剪天色ЮY72シ ル‖

2 オリーブ灰色住ばR,り シルト まりややあり、一部細砂、壁瞭下部は明黄禍色(10Y磁ヽ シルト、畢協色(loYR2/2)シ ルト少量混じる

③ にぷ瑣禍色101冊 0 シルトしまりあり、灰黄褐色(10YRク2)シルトがブロック状に混じる

Pl新

No 土  色 土性 備  考

1 黒褐色(10YR3抱 シルトしまり弱い、lRかい黒褐色(10YRレ リシルト、にぶい黄橙 (10YR614)ン ルトが混じ据

2 こよい貨橙色(10Y雨ゝ シルト黒褐色(10YR2/2)シ ルトの組粒力瑞じる、一部旱褐色(10YR2 2)シ ルトプロックカ覗じる

中央部から下部に力1)て /・/イイと恢オリーブ10YRrOlルルトとオリーブ具色10Y71シ ルトカⅧかなli状に混じる)

3 「リーブ灰色(10Y72)

景褐色(10YR2ρ l

ンルト

シルト

しまりややあり、グライしておりまだらに混じり(径 1～変m)、 オリーブ灰色の害!合多い

柱痕跡に近い部分では、にぶい黄橙(10YR6/4)シ ルトと黒褐色(10YR2/2)シ ルト

がまだらに混じる

4 「リーブk色 (19Y5/2

W―サ塁魯イinVn′ 1

しまりややあり、径1～ 5cmで斑状混在、オリーブ黒色の割合多い、

一部黒色(10YR2/1)シ ルトが混じる

No 土  色 土性 偏 考

灰黄褐色 10YRν 2) ンルト しまり弱い、炭片多く混じる

灰黄褐色 10YRワ 2) シルト しまり弱い、炭片
'I 灰黄褐色 10YR4/2) シルト しまり弱い、基 Ⅲ層 (浅黄橙色 loYR8/4ン ルト)のブロック混在で根痕とみられる

A 灰黄褐色 シルト しまり弱�ヽ、旧表土か ?

1 灰黄褐色

浅黄橙色

10YR〃 2)

10YR8/4)

シルト

ンルト

しまり弱い、径05cm程の斑状混在

2 灰黄褐色 10YR4//2 シルト しまり冒弓セヽ

3 灰黄IFJ色 (loYR4/2

浅黄橙色 (10YR8/4

シルト

シルト

しまり弱い、径 1～ 3cmの斑状況在

灰黄褐色 (10YRク2 シルト しまり弱�ゝ、基Ⅲ層ブロック(径 3～5cm)少 量混じる

5 にぶい黄橙色 (loYRν 3) 砂質シルト しまり弱し、基Ⅲ層の径3cmブロック、灰黄褐色(10YR4/2)シ ルトの径1～2cmプロックが少量混在

6 暗褐色 (10YR3/3) シルト 基Ⅲ層径3～5cmプロック混じる

灰黄褐色 (10YR6/2) 秒管シルト しまり弱い、基Ⅵ層 (に ぶい黄橙 10YR″ 4シルト)と灰黄褐色 (10YR7/4)ン ルトの径 lcmプロック少量混じる、径lcm以下の礫が少量混じる

※1～ 6層 径3～ 10cmの礫が少量混じる

第6図 8ト レンチ溝跡平断面図



8 陸奥回分尼寺跡 (第 10次調査)

(3)清跡 (第 3・ 6図 )

西端の8ト レンチで溝跡を 1条発見した。幅150cm、 深さ100cmで 、断面形「V」 字形である。 8ト レンチの北側

で行われた第 7次調査で発見された溝跡と同一と推定される。方向はほぼ真北方向であり、掘立柱建物跡の方向と

は異なる。底面直上の堆積土中に、古代の瓦片が混じっている。

5.ま とめ

掘立柱建物跡の性格についてであるが、柱跡掘方からは時期を示す遺物は出土していない。しかし、建物の規模

と柱穴掘 り方の規模からみて、奈良時代の国分尼寺を構成する建物跡である可能性は高い。北側建物跡については、

推定金堂跡の北側に位置する東西に長い建物跡であることから、伽藍配置からみて「尼房」と推定される。南側建

物跡については、ごく一部の検出であり性格については言及し得ない。南に広がる建物跡の北庇列と推定される。

土坑については、大量の瓦等が出土していることから、国分尼寺の建て替え等の際のゴミ廃棄土坑と推定される。

8ト レンチの溝跡は、位置から見て尼寺の西を区画するものの可能性があるが、方向性が異なるため今後周辺の調

査での検討課題としたい。

なお、全体の調査成果については、後日あらためて報告する予定であるので、遺構番号等は、その際に整理し変

更する。

注 1 仙台市文化財調査報告書第 4集 (1969)F史跡陸奥回分尼寺跡環境整備並びに調査報告書』仙台市教育委員会

注 2 熊谷公男 (2000)「律令社会の変貌 寺と社」F仙台市史 通史編 2 古代中世』仙台市

注 3 仙台市文化財調査報告書第75集 (1985)「 陸奥国分尼寺跡」『仙台平野の遺跡群Ⅳ』仙台市教育委員会

注4 仙台市文化財調査報告書第87集 (1986)「 陸奥国分尼寺跡」『仙台平野の遺跡群V』 仙台市教育委員会

注 5 仙台市文化財調査報告書第97集 (1987)「 史跡陸奥国分尼寺跡J『仙台平野の遺跡群Ⅵ』仙台市教育委員会

注 6 仙台市文化財調査報告書第125集 (1989)「 陸奥回分尼寺跡」F仙台平野の遺跡群Ⅷ』仙台市教育委員会

注7 仙台市文化財調査報告書第223集 (1997)「 陸奥国分尼寺跡確認調査報告書J『高屋敷遺跡ほか調査報告書』仙台市教育委員会

注8 仙台市文化財調査報告書第232集 (1998)「 陸奥回分尼寺跡 (第 7次調査)」 『神明社窯跡ほか発掘調査報告書』仙台市教育委員会

注 9 仙台市文化財調査報告書第238集 (1999)「 陸奥国分尼寺跡 (第 8次調査)」 『陸奥国分尼寺跡ほか発掘調査報告書』仙台市教育委

員会

注10 仙台市文化財調査報告書第247集 (2000)「 陸奥国分尼寺跡 (第 9次調査)」 『五本松窯跡ほか発掘調査報告書』仙台市教育委員会

|-11静 嫁鱒議挙rl

Ⅲ電‐ヽ

写真刊 ヨヒ側建物跡西端部 (東 より) 写真2 】ヒ側建物跡中央部 (東 より)



写真3 'ヒ側建物跡東部検出状況 (東より) 写真4 南側建物跡西部 写真5 南側建物跡東部 (東 より)

写真7 P刊 断面

写真6 Pl検 出状況 (南 より)

辞即
=.IiFi|    |― ■ | 

―

写真9 8ト レンチ溝跡完掘状況 (南 より)

写真11 7ト レンチ重弁蓮華反軒丸瓦出土状況 写真10 7ト レンチ土坑完掘状況 (東 より)



9 富沢遺跡 (第 121次調査 )

富沢遺跡 (01369)

仙台市太白区鹿野三丁 目223-

RC5階 建共同住宅建設

452.90■正

130.00rぽ

平成13年 6月 12日 ～ 8月 29日

仙台市教育委員会 (文化財課 )

主任 荒井 格  文化財教諭

阿部あき子  阿部すえ子

阿部 洋子  赤川 千広

浅見 灌子  石井千代子

板橋 実   入間川 きみ

小野紀美子  加藤けい子

昆野ヨ トジ  佐藤 篤

鈴木みよ子  高橋 トシ子

橋本 房子  早川 裕子

三浦たか子  水野 信子

小野 妙子  金澤 君代

茂垣 艶子  山田 哲子

整 理 作 業

2 遺 跡 の位置 と環境

富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、名取川と広瀬川によって形成された自然堤防と北西の丘陵に囲まれた後背

湿地に立地 している。遺跡の面積は東西 2 km、 南北 l kmの約90haにおよび、現在の標高は 9～ 16mである。

1982年以来の調査によって、弥生時代から近世にいたる十数時期の水田跡が検出されてお り、下層からは縄文時

代の遺物が出土している。また、1987年 から88年 にかけて実施された第30次調査においては、さらにその下層から

後期旧石器時代の森林跡と焚火跡が確認され、焚火跡の周辺からは接合資料を含む多 くの石器が出土している。森

林跡では樹木、葉、種子などの植物遺体のほか、昆虫化石、動物のフンなども出土してお り、当時の自然環境を詳

細に復元することが可能な、貴重な情報が得られている。仙台市では、後期旧石器時代の人類の活動痕跡と当時の

自然環境がともに良好に保存されている遺跡としての重要性を認識し、発掘されたままの状態で森林跡を保存 し、

広 く一般に公開している。その施設が仙台市富沢遺跡録存館 (地底の森 ミュージアム)であり、1996年 の開館以来、

展開されている館の活動とあわせて全国から大きな注 目が寄せられている。

3 調 査 に至 る経過 と調査方法

平成11年 3月 26日 付けで、当該地の地権者小田島光男氏より上記地内におけるRC5階建共同住宅建設に伴う協

議書が提出された。当教育委員会では平成11・ 12年度の調査予定がすでに決定していたため、平成13年度の発掘調

査として受託することで了解を得た。発掘届は平成13年 5月 18日付けで提出されている。

調査箇所は富沢遺跡の中央部北端寄 りにあたり、富沢遺跡保存館の北方約250mに位置している (第 1図 )。 付

近は、かつては水田として利用されていたが、20年以上前に実施された区画整理以来、lm前後の盛 り上がなされ、

調 査 要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 原 因

対 象 面 積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

担 当 職 員

調 査 参 加 者

7・ 8。 9

加藤徳明

岩井レイ子

金澤沙知子

斎藤 慶子

竹森 光子

早坂みづえ

山田やす子

柄沢千佳子

吉川 陽子

9 富沢遺跡 (第121次調査 )

植野 幸子  植野美登子  遠藤 福子

小林いと子  小林 国子  今田 郁枝

庄子かつえ  菅井 君子  菅井 清子

玉上なみ子  千田タイ子  東海林かづ子

日野きみ子  本郷 正   松野 順子

渡辺 節子  渡辺 洋子  渡部 麗子

玉上なみ子  東海林かづ子 橋本 房子

第1図 調査地点位置図 (1/1o,000



9 宮沢遺跡 (第121次調査)

Y=36800               Y‐ 37000              Y=37200              Y‐ 37400

X=-1973800

第2図 調査区配置図 (1/61Xl)

現在ではほとんどが宅地や店舗となっている。この近辺では平成 2年以前に数件の発掘調査が行われており、弥生

時代から近世にいたる水田跡が確認されている。今回の調査箇所にもっとも近接 している第60次調査区では、弥生

時代、古墳時代～平安時代初頭、平安時代 (灰 白色火山灰降下以前)、 および中世の水田跡が検出され、その他に

平安時代 (灰 白色火山灰降下後)と 近世の水田土壌も確認されている (平間 1991)。 したがって今回の調査箇所

においても水田跡が確認されることは確実であり、さらに富沢遺跡保存館とそれほどの距離がないことから後期旧

石器時代の森林跡が検出される可能性が考えられた。

調査は建物予定範囲内に東西13m、 南北10m、 調査面積130どの調査区を設定 して行った (第 2図 )。 遺構の測

量は調査区の周囲に設定した杭 1～ 6を基準として実施した。各杭の平面直角座標系第X系 における座標値は次の

とおりである。



9 富沢遺跡 (第121次調査)

杭 X 座 標 Y 座 標 杭 X 座 標 Y座 標 杭 X座 標 Y 座 標

1 -197345.Om +3687.Om ０
じ -197345.Om +3702.Om 5 -197342.Om +3695.Om

2 -197350,Om +3687.Om 4 -197350,Om +3702.Om 6 -197353.Om +3695.Om

遺構の実測は、平面図、断面図を20分の 1で、遺物出土状況を10分の 1で作成した。調査区全体図は平板測量に

よって40分の 1で作成した。写真記録は3511ullカ メラ 2台 を使用し、カラーリバーサル、モノクロームフィルムで撮

影したほか、調査進捗状況の記録としてネガカラーの使い捨てカメラによる撮影を行った。自然科学的分析は、調

査区壁面より採取した土壌を試料 としたプラント・オパール分析、火山灰分析 と、出土した木製品の樹種同定およ

び大型植物化石の分析を外部委託した。その結果については、本報告の8と 9に掲載している。

調査開始日は6月 12日 である。盛 り上および旧耕作土を重機によって除去し、以下の水田土壌と考えられる層は、

平面図、断面図の作成、写真撮影を随時行いながら、人力によって調査区全面を掘 り下げた。その後、後期旧石器

時代の層の確認のため深 く掘 り下げる必要があったことから、安全 l■ を考慮 して段掘 りによる調査に変更した。先

行 して一部をグライ化 した層の40clll下 まで人力によって掘 り下げ、遺物・遺構が検出されないことを確認 した後、

効率的に調査を進めるため中間の自然堆積層を重機によって除去した。それよりも下層の掘 り下げは人力によって

行い、現地表面より約6.5mの深さ (標高約5.5m)ま で掘 り下げた。しかし後期旧石器時代の層は確認されず、調

査区壁面が一部で崩落し始め、湧水 も激しくなったことから、それより下層への掘 り下げを断念した。なお、第30

次調査によって確認された後期旧石器時代の森林跡の標高は7m前後である。

器材撤収を含む調査の一切が終了したのは 8月 29日 である。この間、調査事務所、重機・器材等の手配、排土、

器材の搬出入については申請者の全面的な協力を得た。

4 基 本層序

確認された層は20層 であり、土性から1層のシル ト質粘土、 2層～ 5層の粘上、 6層～ 9層の泥炭質粘土、10層

の粘土 。泥炭質粘土・泥災が縞状に互層となる層、11層 と12層 の粘性が強い黒色の泥炭質粘土、13層 ～20層 の粘

土・シル ト・砂などがラミナ状に堆積するグライ化 した層に大別される。20層 以下については砂やシル トのグライ

化した層であることを排水溝によって確認している。

これらの層のなかで旧耕作土を除いた、水田土壊 と考えられる層は 2層、 3層、 4層、 5層、 9層であり、 4層

は灰白色火山灰を含んでいる。

これまでの周辺地区の調査では1990年 に実施された第60次調査区が最も近接 しており、今回の調査で確認された

層位は、層相の比較から以下のように対応するものと考えられる①

第121次調査 第60及調査

層位 層  相 検  出 遺  構 層 位 層  相 検 出 遺 構 時 期
９
″ 水 田土壌 ０

じ 水 田土壊 近 世

3 水 田土 壌 段差・2層 畦畔痕跡・3層 畦畔痕跡 4 水 田土壌 畦 畔 中 世

4 水 田土壌 段差・4層 畦畔痕跡 5 水 田土 壌 平安後期

5 水 田土 壌
5層 畦畔 (畦 畔痕跡 )

SXl性格不 明遺構
7a 水 田土 壌 畦 畔 ・ 水 田 区 画

古墳～

平安初頭

6 自然 堆 積 層 8b 自然 堆 積 層

7 自然堆積層 8c 自然 堆 積 層

8 自然堆積層 9。 11 自然 堆 積 層

9 水 田土 壊 畦畔・水田区画 つ
々 水 田土壌 ? 弥 生

10 自然 堆 積 層 14 自然 堆 積 層
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なお、敷地内のボーリング調査では、現在の地表面より3mの深さ (標高1lm)で黒灰色の有機質粘土から青灰

色の粘土に変イとし、4.05m(標高7.95m)で 青灰色の砂、 6m(標 高 5m)で 青灰色のシル トと粘土の互層になり、

8.15m(標高3.85m)で青灰色の砂礫層に達するという結果が得 られている。

0              2m

―

                 (1/60)

第3図 調査区西壁断面図 (1/60)

層 位 土   色 土  性 備  考

1 5G3/1   暗緑灰色 シルト質粘土 盛り土以前の水田耕作土。

10G3/1  暗緑灰色 粘土 全体的に細砂を含む。上面に酸化鉄集積層がみられる。水田土壌。

3 10YR 3/1  黒褐色 粘土 酸化鉄斑あり。水田土壌。

4 5GY 4/1  暗オリーブ灰色 粘土 灰白色火山灰を含む。酸化鉄斑あり。水田土壊。

5 75CY 3/1 暗緑灰色 粘土 植物遺体を含む。水田土壌。

6 5Y4/2   灰オリーブ色 泥炭質粘土 自然堆積層。

7 75Y3/2  オリーブ黒色 泥炭質粘土 自然堆積層。

8 N15/0   黒色 泥炭質粘土 層の上部が泥炭化している。自然推積層。

9 25GY 3/1 暗オリーブ灰色 泥炭質粘土 水田土壌。

粘土`泥炭質粘土・泥炭の互層 10YR 3/2黒褐色泥炭質粘土、5GY3/1暗オリーブ灰色泥炭質粘土、5GY2/1オ リーブ黒色泥災質粘土、10YR3/1黒 褐
色泥炭などの互層。自然堆積土。この層より以下は自然堆積層。

N15/0   黒色 泥炭質粘圭 層の下部に5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土を層状に含む。粘性強い。

10YR 17/1 黒色 泥炭質粘土

25GY 5/1 オリーブ灰色 粘土質シルト 層の上部から下部へ徐々に砂質化する。ややグライ化している。

25GY 6/1 オリーブ灰色 粘上、小礫を含む粗砂などがラミナ状を呈する。この層よリグライ化 した層。

75GY 6/1 緑灰色 ンルト質粘土 堅く締まった層。

5GY 6/1  オリーブ灰色 シルト質粘土 締まりなし。

75GY 6/1 緑灰色 粘土,シ ルト・砂・ラミナ状

75GY 5/1 緑灰色 粘土 層の中位に5GY5/1オ リープ灰色の粘上をrDcm前後の厚さで帯状に含む。層の下部には砂をわずかに混入する。

10GY 5/1  緑灰色 砂 微砂、細砂などがラミナ状を呈する。部分的に粘土も確認される。

5GY 5/1  オリーブ灰色 粘土 層の下部に10GY6/1緑灰色の堅く締まった粘上がみられる。細砂を多く含む。

基本層位 土層注記表
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5 発見 された遺構 と遺物

(1)3層上面 (第 5図①)

3層上面では、南南西から北北東に延びる段差と、南北方向の畦畔痕跡を 1条検出した。

段差は調査区北西隅で検出されてお り、高低差 1～ 3 cmで、ほぼ直線的に延びている。検出長は5m76cmで ある

が、さらに調査区外へ続 くものと推定される。方向はN-20° 一Eである。 3層の水田土壌に伴う、規模の大きな

畦畔の一部と考えられるが、 2層を除去 した結果生じた段差であることから、 2層 の耕作深度の違いによって形成

された段差の可能性もある。

畦畔痕跡は調査区中央部やや西寄 りで検出されている。 3層のなかでもより黒みを帯びた部分が120～212cmの幅

で帯状に確認されたものであり、N-5° 一Eの方向で南北に延びている。検出長は10m16cmで あるが、さらに調

査区外の南北へ続 くものと推定される。 2層の水田耕作に伴う畦畔痕跡である。

3層上面の写真撮影および平面図作成を行った後、下層の水田跡の検出を目指 して 3層の掘 り下げを開始したと

ころ、4層が22～ 80cmの 幅の帯状で南北方向に延びていることが確認された (第 5図①のスクリーン・ トーン部分)。

3層の水田耕作に伴う畦畔痕跡と考えられる。2層 の畦畔痕跡の方向とほぼ同一方向に延びており (N-4° 一E)、

位置的には一部重複 している。検出長は 9m82cmで あるが、さらに南北へ続 くものと推定される。なお、この畦畔

痕跡の東端縁は、 4層上面で検出された段差の上端とほぼ一致する。

(2)3層出土遺物

3層 中からは土師器片、須恵器片、磁器片、礫片などが出土している。いずれも小破片である。写真26-3に磁

器片を示した。劃花文の青磁碗の体部破片であり、13世紀後半頃のものと考えられる。

(3)4層上面 (第 5図②)

4層上面では、南北方向に延びる段差と、畦畔の基底部と考えられる帯状の遺構を 1条検出した。

段差は調査区のほぼ中央で確認され、3.5～ 14cmの 高低差でN-4° 一Eの方向で南北に廷びている。南側に比べ

北側の高低差がより大きい。検出長は 9m79cmで あるが、さらに調査区外の南北へ続 くものと推定される。

前述のように 3層掘 り下げ中に確認された畦畔痕跡の東端と段差の上端がほぼ一致していることから、 3層の耕

作深度の違いによって形成された段差と考えられる。したがって本来の 3層上面は、より上層の水田耕作によって

失われているものの、西側の区画よりも東側が一段低い水田面となっていた可能性が考えられる。

4層は水田土壌であることから、その耕作によって下層を巻き上げており、層全体に下層をブロック状に混入し

ている。調査区西半では下層を含まずに 4層のみが40～ 55cmの 幅で帯状に延びる部分が確認された。検出長は3m

94cmであり、方向はE-9° 一Nの東西方向である。耕作が下層に及ばなかったため下層土壌の混入がみられない

部分と考えられることから、畦畔の基底部である可能性が高く、この位置に 4層水田跡の畦畔が存在 していたもの

と推定される。

(4)4層出土遺物

4層中からは土師器杯、土師器片、砥石、焼けた粘土塊、礫片、種子などが出土している。 4層中には灰白色火

山灰が認められることから、 4層の水田耕作は灰白色火山灰降下以降の時期と考えられる。出土遺物には水田耕作

の時期のものと、耕作によって下層から巻き上げられた、より古い時期のものが含まれている。土師器は11点出土

しており、図示した郭 2点以外はいずれも小破片である。種子はモモの種であり、分析結果を本報告の8に掲載した。

4層中より出土した遺物のうち、土師器郭 2点 と砥石 1点 を図示した (第 9図 )。

C-1(第 9図 1)は日縁部の大半を久損するものの、体部はほぼ残存している。しかし、内外面ともに表面の

剥落が著しく、特に内面の調整の観察は困難である。外面の体部下半にはヘラケズリが確認され、上半は表面の剥

落により遺存状態は良好ではないが、ヨヨナデの可能性が高い。黒色処理は施されていない。時期的には 8世紀前



D-1

一

北

売

北

北

北

0                  5m
~            (1/200)

第5図 検出遺構平面図 (1/200)

名    崖10MЮ 0

斡 層位 土  色 土 性 備  考

1 5GY4/1 暗オリープ灰色 粘 土 基本層位の4層。

2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土 基本層娼をマトリックスとし、6・ 7層を7rlック状に含む。
0                        2m

―

                (1/611)

第6図 SXl性格不明遺構断面図 (1/60)

名               岸 10M醐 0

―

10

0                  2m
(1/60)

第7図 9層大畦畔断面図 (1/60)
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半頃と考えられるが、水田耕作によって下層より巻き上げられたものと推定される。

D-1(第 9図 2)は ロクロを使用 した郭であり、体部から口縁部のほとんどを欠損 している。底部には回転糸

切 り痕が観察され、内面には黒色処理が施されている。

K-1(第 9図 3)はやや扁平な自然の円礫をそのまま使用した砥石である。 a面の中央部には刃物を直角に当

てた右下が りのキズが多 く確認され、下半には右上がりの同様のキズが認められる。一部には刃物によって削 り取

られた部分も観察される。 b面には短軸方向もしくは長軸方向にa面 と同様のキズがわずかに確認される。折れ面

にも細い線状のキズが認められる。 a面上端縁とb面右側縁の下端寄 りには剥離痕が観察され、 b面の剥離痕の一

部は刃物によって削 り取 られている。石材は、広瀬川や名取川で採取可能な凝灰質砂岩である (須田富士子氏のご

教示による)。

(5)5層上面 (第 5図③)

5層上面では、東西方向に延びる畦畔の一部とそれに伴う畦畔痕跡、および 4層の水田耕作に関わるものと考え

られる南北方向の性格不明遺構 1条 を検出した。

畦畔は調査区北半で東西方向に確認され、西端から中央部まではE-0° 一N、 中央部から東端まではE-15° 一

Sの方向に延びている。中央部から東端にかけては畦畔痕跡による確認である。検出長は14m2clllであり、さらに

調査区外の東西へ続 くものと推定される。畦畔の大部分は上層の水田耕作によって削平されてお り、西半部の北側

で1.5～ 2.5cm程 度の残存高が確認されたのみである。検出幅は32～ 54cmであり、畦畔痕跡 もほぼ同様の幅で延びて

いるが、調査区東端では幅広 く検出されている。

性格不明遺構 (SXl)は 6～56cmの幅で、N-2° 一Wの南北方向に延びている。検出長は 9m56cmで あり、さ

らに調査区外の南北へ続 くものと推定される。底面の凹凸が著しく、所々に不定形の落ち込みがみられ、深さは 7

～30.5cmと 一定しない。堆積土は 4層 を主体 とし、下部に下層の 6・ 7層のブロックが確認される。このような形

状と進積上の状態から5層上面に関わる遺構ではなく、 4層の水田耕作等に伴って形成されたものと考えられる。

(6)5層出土遺物

5層 中からは木製品 9点 (L-1～ 9)と 種子が出土している。種子はモモの種である。出土した木製品 9点の

うち 8点 を図示し (第 9,10図 )、 残存状況が良好ではないL-5については樹種同定結果のみを示した。木製品

の樹種同定結果は本報告の 8に掲載している。

L-1～ 3(第 10図 1～ 3)は直径1.5～ 3 cmの 枝材 と考えられる心持ち材の一端に、 1面 ないし2面の加工に

よって尖端部が作 り出されている。樹種はL-1がバラ科ナシ亜科、L-2は ヨナラ属クヌギ節、L-3は シラキ

である。

L-4～ 8(第 9図 4～ 7)は具体的な用途は不明であるが、出土状況 (第 8図、写真 7)か ら組み合わせて使

用されたものと考えられる。L-4と 7の両端には緊緯のための狭 り部が作 られているが、L-7の a面中央部に

角 離 10M400 当 隣 10M400
#

〆

抄
L-4～ 9

a牛

0                    1m
ト ー ー ー げ 一 一 引 一 ― ― 司 一 一 一 引 (磁 0)

0              1m

―

                  (1/30)

第8図 遺物出上状況
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第9図 宮沢遺跡第12刊 次調査出土遺物 (1)
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剛版 番 号 登 録番 号 種  別 樹 憲 米取り 出工層位 最 大 長 最 大 幅
備 考 写 真 番 号

第工0図ユ 材 バ ラ科 ナ ン重 科 心持 ち 5層 (S00) 一 端 加 ェ 写Jに26-0

第 10図2 材 ンラキ 心持 ち 5凋語 一 瑞 加 工 写 真 26-10

第■0劇3 材 ヨナラ届タヌギ節 心持ち 5層 (285) 一 端 力Hエ 写 真 26-m

第 10図 4 抗 ヤ ナ ギ腐 心持ち 9層 (174) 先 端 ヨ グ 写 真 2C-13

第 10図5 と-12 杭 コナ ラ癌 ク ヌギ節 心 持 ち 9層 写 真 26-14

第10図 宮沢遺跡第121次調査出土遺物 (2)

ltlll
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扶 り部が確認されるのに対して、 L-4に は認められない。また、L-6と 8は破損しているものの、残存する一

端にL-4・ 7に類似する快 り部が確認される。L-4～ 8の素材はいずれもそれ程太 くはない心持ち材の半割に

近い分割材であるが、樹種は 4と 7がモミ属、 5。 6・ 8はクリであり、 2種類の樹種が用いられている。

L-9(第 9図 8)は 中央部に枝打ち痕の確認される心持ち材である。両端を欠損する。直径は2.5cm程で、樹

皮を残している。用いられている樹種はクリである。

(7)9層上面 (第 5図④)

9層上面では大畦畔と小畦畔によって区画された水田跡が検出されている。確認された水田区画は8区画である

が、 1区画を除き、部分的な検出にとどまっている。区画全体が確認された区画④は不整な四辺形を呈しており、

区画全体の形状は方形を基調とするものと考えられる。区画④の面積は11.59∬ であり、部分的に確認された他の

区画の大部分も同程度の規模と推定される。各水田区画の計測結果は以下のとおりである。なお、面積の計測には

プラニメーターを使用し、 3回の計測値を平均して示した。

区 画 長 軸 短 軸 面 積 区 画 長 軸 短 軸 面 積

① l m 6 0 clll以 上 l m 18cm以 上 1.13∬ 以 上 ⑤ 3m66 cm以 上 2ra 8 2cm'ス _L 4.05∬ 以 上

② 4m74 clll以 上 3m10 cm以 上 10.30∬ 以 上 ⑥ 4m84 clll以 上 l m 38cm 4.52∬ 以 上

③ 31n90 cm'ス _L 3m22 cm以 上 7.42∬ 以 上 ② 2m18 clll以 上 l m 8 4 clll以 上 2.65だ 以 上

④ 4m32 cm 3m54 clll 11.59� ① 8m00 cm以 上 4m6clll以 上 16.80∬ 以 上

区画の基軸となる大畦畔は上端幅124～ 218cm、 下端幅217～ 287cm、 高さ0.5～7.5cmの 規模であり、東南東から西

北西への方向E-25° 一Sに延びている。検出長は15m34cmで あるが、さらに調査区外へ続 くものと推定される。

各水田を区画する小畦畔の規模は上端幅14～88cm、 下端幅44～ 160cmと 一様ではない。計測結果を以下に示す。

区 画 本 田 長 さ 上 端 幅 下 端 幅 高 さ 方 向

区画①と② 2m18 clll以 上 66～ 88cコ 128～ 14 7cm 1.5～ 2.O cm N- 8.5° 一E

区画②と④ 4m86c皿 14～ 2 7 cln 44～ 5 4 clll 0.5～ 1.5 cm E-34.5° 一N

区画③と④ 4m92 cm以 上 54～ 6 0 cID 94～ 102c皿 0.5～ 2.5 cn E-40,0°  一S

区画③・④と⑤o③ 6m72 cm以 上 34～ 8 8cm 80～ 1 6 0 clll 0.5～ 3.5 clll N-37.5° 一E

区画⑤と① 4m26 clll以 上 48～ 6 4 cm 113～ 1 2 2 clll 0.5～ 3.O cm E-41.5°  一S

区画⑦と③ 5m28 cm以 上 (7 4cm) (104cm) 1.0～ 3.O cm N-11.5°  一E

(8)9層出土遺物

9層 中からは 2点の打ち込み杭が出上している。樹種同定結果を本報告の 8に掲載した。

L-10(第 10図 4)は心持ち材の打ち込み杭である。焼け焦げた面が大きく広がっており、加工面は部分的に確

認されるのみである。上端を久損 している。用いられている樹種はヤナギ属である。

L-12(第10図 5)も心持ち材の打ち込み杭である。尖端部は加工具によってある程度削 り込んだ後、折 り取 り

によって作 り出されている。中央部 2ケ 所で折れが確認されるが、打ち込まれた後の土圧等による変形と考えられ

る。出土時には樹皮が尖端部付近から中央部にかけて残存 していたが (写真25)、 取 り上げの際にほとんど剥がれ

落ちている。樹種はコナラ属クヌギ節である。

6 下層の調査

今回の調査区の約250m南 には、後期旧石器時代の森林跡と焚き火跡が石器や植物遺体などとともに検出されて

いる第30次調査区 (富沢遺跡保存館)があることから、後期旧石器時代の層の確認を目的として深掘 りを行った。

9層 を除去した後、安全性を考慮 して調査区内に東西10m、 南北 7mの深掘区を設定し、部分的に先行 して14層

上面より40clll下 まで精査を行ったが、遺物・遺構は検出されなかった。残る部分については、効率的に調査を進め



9 富沢遺跡 (第 121次調査)

るため重機によって中間の自然堆積層を精査を行った深さまで除去した。その後、さらに深掘区を東西 6m、 南北

4mに縮小 して17層 まで精査 し、中央部で段掘 りを繰 り返して20層 まで確認した。最も深 く掘 り下げた部分の標高

は約5.5mである。 しかし、後期旧石器時代の遺構、遺物は検出されず、植物遺体を含む層も確認されなかった。

この時点で調査区壁面の崩落と湧水が激しくなったことから、それより下層への掘 り下げを断念した。

なお、第30次調査によって確認された後期旧看器時代の森林跡の標高は約 7mである。

フ まとめ

今回の調査によって検出された遺構は以下のとおりである。

① 3層上面… 2層水田跡畦畔痕跡。3層水田跡畦畔 ?(2層水田に伴う耕作深度の違いによる段差の可能性あり)。

② 3層中…… 3層水田跡畦畔痕跡。

③ 4層上面… 3層水田跡に伴う耕作深度の違いによる段差。 4層水田跡畦畔基底部。

④ 5層上面… 4層の水田耕作に伴う性格不明遺構。 5層水田跡畦畔基底部および畦畔痕跡。

⑤ 9層上面… 9層水田跡 (8区画)。

それぞれの所属時期については、出土遺物が少なく、今回の資料のみによる時期決定は困難であることから、周

辺の調査成果とあわせて検討を行う。

2層 の層相は、最も近接する第60及調査の3層 と類似しており、第60次調査3層 は報告では第34次調査 2層およ

び第68次調査 3層 と対比されている。第68次調査の 3層では畦畔が検出されており、層中からは17世紀代と考えら

れる肥前染付瓶が出土している。したがって3層上面で検出された2層水田跡の畦畔痕跡は、近世の水田跡の存在

を示すものである。

3層 中からは13世紀代後半と考えられる青磁碗が出土している。第60次調査と第34次調査で対応する層は4層で

あり、両調査では中世の水田跡が検出されていることから、 3層は13世紀代後半もしくはそれ以降の中世の時期と

考えられる。

4層中には灰白色火山灰が確認されることから、 4層 は灰白色火山灰降下 (10世紀前半)以後の水田耕作土と考

えられる。層中より出土したC-1の土師器郭はより古い時期のものであるが、水田耕作によって下層から巻き上

げられたものと推定される。

5層 中からは木製品とモモの種子が出土しているものの、時期決定可能な遺物は得られていない。層相は第60次

調査の 7a層 と頚似するが、第60次調査 7a層 においても遺物は出土していない。それに対比される第34次調査の

6a層 から、田下駄とロクロ未使用と思われる土師器片 (甕 ?)が 1点出土している。しかし、時期決定には至っ

ておらず、上下の層位の時期から古墳時代以降平安時代初頭以前と推定されているのみである。したがって周辺の

調査区の層位との対比は可能であるが、時期を限定できないことから、第34次調査の所見にしたがって古墳時代か

ら平安時代頃の時期と推定しておきたい。

9層 中からは時期決定資料は得られていない。周辺の調査区で対比されるのは第60次調査の12層、第34次調査の

10層、第47次調査の 8層である。第34次調査10層 からは水田跡が確認されており、第 5次調査で検出された弥生時

代の水田跡と形態上の類似点が認められることと、層中から弥生時代に属すると考えられる大型板状石器が出土し

ていることから、弥生時代の水田跡と推定されている。第47次調査 8層では畦畔は検出されなかったものの水田土

壌の可能性が指摘されており、層中から石器が 3点出土している。そのうちの1点が大型板状石器であることによ

り、弥生時代の水田跡である可能性が考えられている。

今回の調査で検出した9層水田跡については、以上のような周辺地区での調査結果から、弥生時代の水田跡の可

能性が高いものと判断される。
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今回の調査では後期旧石器時代の遺構、遺物は検出されず、植物遺体を含む層 も確認されなかった。これまでの

周辺地区の調査においても、第30次調査 (富沢遺跡保存館)で後期旧石器時代の森林跡が確認された標高と同じ深

さまで掘 り下げても、植物遺体を含む層が確認される箇所 と、されない箇所があることが知 られている。 したがっ

て後期旧石器時代の森林跡は面的に大 きく広がるものではない可能性が高い。今後の調査では、植物遺体を含む層

の有無を確認するとともに、後期旧石器時代当時の微地形を把握することが必要であろう。
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写真刊
調査区全景 (西 から)

写真2

調査区全景 (南 から)

写真3

調査区北壁セクション

鞠
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写真4
調査区西壁セクション

写真5
5層水田跡畦畔 (西から)

写真6
5層畦畔痕跡確認状況

(西から)
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写真7

木製品L‐4～ 9出土状況 (北 から)

写真8
9層水田跡検出状況 (西から)

写真9
9層水田跡全景 (西 から)
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調査区北壁上段セクション 調査区西壁上段セクション

写真12 調査区北壁下段セクション 写真13 調査区西壁下段セクション

写真14 3層上面金景 (西 から) 写真15 3層水田跡畦畔痕跡 (西 から)

題ダ【デてアて豆三
=:桑

拌4ゝ―一i>■捺轟

写真17 土師器C-1出土状況 (北西から)写真16 4層水田跡畦畔基底部 (西 から)
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写真18 土師器D-1出土状況 (南 から) 写真19 石製品K-1出土状況 (南 から)

写真20 SXl性格不明遺構検出状況 (北 から)

写真22 SXl性格不明遺構A―A'断面 (南 から)

写真24 木製品L-10出土状況 (東 から)

(南 から)

写真25 木製品L-12出土状況 (西 から)
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且
J-1
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L-8
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L-6
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L-3
121

L-9

写真26 宮沢遺跡第121次調査出土遺物 (1～4;約1/3  5～ 14;約 1/6)
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8 宮沢遺跡第121次調査に伴う加工材の樹種同定及び大型植物化石分析

吉川純子(古代の森研究舎)

1.試料

富沢遺跡第121次調査では弥生時代から平安時代にかけての水田土壌から加工材及び大型植物化石が出土した。

出土したうち、 4層 の大型植物化石O-1～ O-3、 5層の加工材のL-1か らL-9及び大型植物化石O-4、 9層の加

工材L-10、 L-12の 2試料の同定を行った。加工材の種別は杭、組み合わせ材、加工棒などである。

4層は平安時代またはそれ以降と推定される灰白色火山灰を含む水田土壌である。その下の 5層 は時期不明の水

田土壌で植物遺体を含んでいる。そして、自然堆積と考えられる有機質粘土を挟んで、さらに下位の 9層 は弥生時

代の水田耕作土と推定されている。

加工材からは剃刀を用いてそれぞれ横断面、放射断面、接線断面を切 り出し、プレパラー トとして封入した後顕

微鏡下で組織を観察、同定した。大型植物化石は肉眼で形態を観察した。

2.同定結果

1)加工材

加工材の同定結果を表 1に示し、以下に同定の根例となった形態を記載する。

モミ属 :Attes 図版 1～ 3 試料L-4,7

早材から晩材への移行は比較的緩やかで

晩材部の幅はそれほど狭 くない。この試料

では樹脂細胞は見られない。分野壁子とはス

ギ型で 1分野に 1～ 4個、放射柔細胞の壁

は厚 く、じゅず状末端壁を有する。放射組

織はほぼ単列。仮道管の放射壁上に有縁壁

子との断面が見られる。仮道管内にはらせん

肥厚はない。軽 くて軟らかく加工が容易だ

が、保存性が低 く、割れやすい。モミ属の

中でもモミは宮城県内の丘陵地などで多 く

見られる。

ヤナギ属 i Sa肱 図版10 試料L-10

表1 宮沢遺跡第121次調査より出土 した加工材の樹種

小さい道管が単独から2,3個放射方向に複合して均―に散在する散孔材、晩材付近では道管の径がやや小さく

なる。軸方向柔細胞はターミナル状に配列するので散子L材でも年輪界はわかる。道管の穿孔は単一。放射組織は

単列異性で道管と放射組織が接するところでは壁孔は蜂の巣状。ヤナギ属はおもに湿地など水の多い場所に生育

している。

コナラ属クヌギ節 :Qyercys sect.Aegilops 試料L-2,12

丸い単独管孔が年輪のはじめに数列集合 し、晩材では壁が厚 く円形の管孔が放射状に配列する環孔材。道管の

穿孔は単一。軸方向柔組織は短接線状に並ぶ。大道管の周囲では互いに絡んだ周囲仮道管が見られる。放射組織

は同性で、単列と大変大きな集合状のものがある。クヌギ節は湿地や河川の周辺に多 く生育する。

遺物番号   種 別   層位 樹 種

L-1  -端 加工材  5層   バラ科ナシ亜科

L-2  -端 加工材  5層   コナラ属クヌギ節

L-3  -端 加工材  5層      シラキ

L-4 組み合わせ部材 5層     モミ属

L-5 組み合わせ部材 5層      クリ

L-6 組み合わせ部材 5層      クリ

L-7 組み合わせ部材 5層     モミ属

L-8 組み合わせ部材 5層      クリ

L-9   枝打ち材   5層      クリ

L-10  打ち込み杭  9層     ヤナギ属

L-12  打ち込み杭  9層   コナラ属クヌギ節
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クリ :CasLaコ θa crexaatt Sieb.et Zucc.「 試料L-5, 6, 8, 9

大型で放射方向にやや伸びた単独の管子とが年輪のはじめに数列集合 し、晩材では小 さい薄壁のやや角張った管孔

が火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一で道管内には薄壁のチローシスが発達する。大道管の周囲には互い

に絡んだような周囲仮道管が見られる。木部柔組織は晩材でいびつな接線状。放射組織は単列同性だが2細胞幅に

なることもある。心材はしばしば黒 くなっているがこの部分の保存性が極めて高い。耐性、保存性ともに良好で建

築材のほか様々な用途に用いられる。クリは古来から重宝され、山林のみならず、様々な場所に栽培されてきた。

バラ科ナシ亜科 :Rosaceae Subttmo Maloideae 図版 4～ 6 試料L-1

小さい道管が単独で均―に散在する散孔材。道管の穿子Lは ほぼ単一であるが、網状穿孔がところどころに見られ

る。放射組織は異性で2,3細胞幅。ナシ亜科にはナシ属、リンゴ属のほかナナカマ ド属、カマツカ属などがある。

東北の山林にはナシ属やナナカマ ド属が比較的多 く生育している。

シラキ :き弾 i』阿Й顕盟た覆口 (Sieb.et Zucc)Pax.et K Hofpm図版 7～ 9 試料L-3

小さい道管が 1個から縦に4,5個結合 して配列する散孔材。放射組織は単列で異性である。道管の穿子Lは 単一。

シラキは比較的低山の山裾などに生育している。

2)大型植物化石

大型植物化石試料はすべてモモの核であった。以下に形態を記載する。

モモ :Prunds persica Batsch図 版11 試料O-1,2,3,4

核は九味を帯びた紡錘形で 2面、両側に縫合線があり、片側に沿うように溝が走る。表面には比較的深い縦方向

で流理模様の溝と孔が不規則に分布する。核壁は木質で厚 く緻密で硬い。核の基部は裂けたようになり、先端は鋭

く尖る。長さは26ミ リから30ミ リで、現在食用としているモモとほぼ同サイズである。無存が良く表面の微細なお

うとつも残っているが、試料0-3だけは風化され破片となっていた。

3.出上 した加工材に関する者千の考察

L-1～L-3は一端加工棒、L-4～L-8は組み合わせ部材、L-9は枝打ち痕のある棒、L-10、 L-12は打

ち込み杭と推定されている。樹種はヨナラ属クヌギ節、ヤナギ、シラキ、ナシ亜科と多種に及ぶ。ヤナギは低湿地、

クヌギ節は水域沿いに生育していることを考えると比較的周辺から得やすい種類を特に選ばずに利用している可能

性が高い。樹皮がはがれていない丸杭 もあった。組み合わせ部材は井桁のように組まれたような痕跡があり、クリ

とモミ属が交互に使われていた可能性がある。これは材の強度あるいは材質などと関連性があるかもしれない。
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3.同 接線断面×200

接線断面×刊60

1モ ミ属 (L-4)横断面×92 2.同  放射断面×342

4バラ科ナシ亜科 (L-1)横断面×89 5,同 放射断面×128

7.シ ラキ (L-3)横断面×125 8同 放射断面×100 接線断面×100

10.ヤ ナギ属 (L-10)横断面×100断面×100            11.モ モ (0-4)核×17

図版 宮沢遺跡第121次調査より出土 した加工材及び大型植物化石
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9 仙台市、富沢遺跡第121次調査の自然科学分析

株式会社 古環境研究所

火山灰分析

1. tよ じめに

宮城県域 とその周辺に分布する後期更新世に形成された地層や土壌には、蔵王、鳴子、肘折、十和田など東北地

方に分布する火山のほか、北海道さらに中国地方や九州地方に分布する火山などから噴出したテフラ (tephra,火

山砕屑物,いわゆる火山灰)が多 く挟在されている。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている示標

テフラがあり、それらとの層位関係を求めることにより、地層の堆積年代や土壌の形成年代だけでなく、遺構や遺

物の年代などについても知ることができるようになっている。そこで仙台市富沢遺跡第121次調査区において検出

された火山灰についても屈折率測定を行って、示標テフラとの同定を試みることになった。測定の対象となった試

料は、発掘調査担当者により4層上部から採取されたものである。

2.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

4層上部から採取された試料について、日本列島とその周辺の示標テフラカタログ (町田・新井,1992)の作成

に利用 された温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に よリテフラ粒子の屈折率測定を行った。

(2)測定結果

屈折率の測定結果を表 1に示す。 4層上部には、無色透明や白色の軽石型火山ガラスが多 く含まれている。その

最大径は、0.3mmで ある。また火山ガラスの屈折率 (n)は、1.502-1.506で ある。重鉱物 としては、斜方輝石や単

斜輝石のほか、角閃石がごく少量含まれている。斜方輝石の屈折率 (7)は、1,706-1.708で ある。

3.考察

4層上部に含まれるテフラ粒子は、その特徴を総合的に考慮すると915年に十和田火山から噴出したと考えられ

ている十和田a火山灰 (To―a,大池ほか,1966,大池,1972,町 田ほか,1981)に 由来する可能性がもっとも高い

と考えられる。今回得られた火山ガラスの屈折率は、テフラ・カタログ (町田・新井,1992)よ り若干高いが、こ

れは噴出年代が新 しいために地点によって水和の進行程度に違いがあり、標準試料が採取された十和田火山近辺よ

り遠隔地で採取された今回の分析試料に含まれる火山ガラスの屈折率の方が高くなっていることによると考えられ

る (新井房夫群馬大学名誉教授談 )。 より高精度の同定のためには、エ レク トロンプローブX線アナライザー

(EPMA)に よる火山ガラスの主成分化学組成分析などを行うとよい。

4.小結

富沢遺跡第121次調査の際に4層上部から採取された火山灰試料について、屈折率測定を行った。その結果、十

和田 a火山灰 (To―a,915年 )に 由来する可能性が高いテフラ粒子が多 く検出された。
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第四紀研究, 5, p.29-3&

表1 宮沢遺跡第121次調査に伴う屈折率測定結果

試料      軽石 (火山ガラス)

量  色調 最大径 屈折率 (n) 組成     斜方輝石 (7) 角閑石 (n2)

4層上部  十十+ 透明,白  0。 3 1.502-1.506 opx,cpx,(ho)1,706-1.708    -

屈折率測定は,温度一定型屈折率測定 (新井,1972,1993)に よる。

最大径の単位は,llull。

重鉱物の()は ,量が少ないことを示す。

opx:斜法輝石,cpx:単斜輝石,ho:角 閑石.

l14
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H.プ ラン ト。オパール分析

1. はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあとも

微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化石

を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である (藤原・杉山,1984)。 ここでは、富沢遺跡第121次調査で検出された水田耕作層について、プラ

ント・オパール分析から稲作の可能性について検討を行う。

2.試料

試料は、上位より暗緑灰色粘土 (2層 ,水田耕作土)、 黒褐色粘土 (3層 ,水田耕作土)、 暗オリーブ灰色粘土

(4層 ,水田耕作土)、 暗緑灰色粘土 (5層 ,水田耕作土)、 灰オリーブ色泥炭質粘土 (6層 )、 オリーブ黒色泥炭質

粘土 (7層 )、 黒色泥炭質粘土 (8層 )、 暗オリーブ灰色泥炭質粘土 (9層 ,水田耕作土)、 黒褐色泥炭と黒褐色、

暗オリーブ灰色、オリーブ黒色泥炭質粘上の互層 (10層)の 9点である。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量升紙法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行っ

た。 1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)、 2)試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分

析天秤により0.lmgの 精度で秤量)、 3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物処理、 4)超音波水中照

射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散、 5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去、 6)封入剤 (オ イキット)

中に分散してプレパラー ト作成、 7)検鏡・計数。

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ

ー ト1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガ

ラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗 じて求める)に換算 して示 し

た。おもな分類群については、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重,単位 :10-5g)を 乗じて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)

の換算係数は2.94(種実重は1,03)、 ヨン属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0,48お よびクマ

ザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)は 0,75である。

4.結果

分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (ネ ザサ節型、クマザサ

属型、その他)お よび未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1、 図 1に示 した。主要

な分類群については顕微鏡写真を示す。

5.考察

水田耕作土とされた 2層、 3層、 4層、 5層および 9層 では、それぞれでイネのプラント・オパールが検出され

た。したがって、これらの層において稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、 2層 と5層ではプラン
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卜。オパール密度がそれぞれ4,500個 /g、 3,300個 /gと 稲作跡の検証や探査を行う際の基準値である3,000個 /gを超え

ている。このことから、両層については稲作である可能性が極めて高いと判断される。なお、 3層、 4層、 9層で

はプラント・オパール密度が1,600～ 2,000個/gと やや低い値である。これらの層で稲作が行われていたとするなら

ば、 1)稲作の行われていた期間が短かった、 2)稲藁の大部分が水田の外へ持ち出されていた、 3)土層の堆積

速度が速かった、 4)稲の生産性が低かった、などがあげられるがここでの主な要因は不明である。

なお、 8層でもイネのプラント・オパールが検出されたが密度は800個/gと 低い。 したがって、ここで検出され

たプラント・オパールについては、他所から混入したものと考えられる。

おもな分類群の推定生産量 (図の右側)をみると、イネ以外では 7層 を除く各層でヨシ属が優勢であり、10層～

8層および 6層 では極めて卓越 している。また、 2層ではクマザサ属型が卓越している。こうしたことから、10層

～ 8層および 6層 の堆積時は調査地点一帯はヨシ属の多く生育する湿地であり、 5層～ 2層 にかけては湿地的な環

境であったと推定される。また、 2層では周辺にクマザサ属が多 く生育していたと推定される。なお、各層とも周

辺にはネザサ節が多 くはないが生育してお り、 9層～ 6層、 4層～ 2層 ではススキ属 も部分的にみられたと推定さ

れる。

6.ま とめ

富沢遺跡第121次調査においてプラント・オパール分析を行い、稲作の可能性について検討 した。その結果、水

田耕作土とされた 2層、 3層、 4層、 5層および 9層 では、すべてにおいてイネのプラント・オパールが検出され

たことから、これらの層が稲作跡である可能性が升紙的にも認められた。とくに、 2層 と5層についてはその可能

性が極めて高いと判断された。

文献

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告,第31号 ,p.70-83.

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プ ラント・オパール).考古学と植物学.同成社,p.189-213.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.考古学と

自然科学,9,p.15-29.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究o)― プラント・オパール分析による水田址の探査―
.

考古学と自然科学,17,p.73-85。
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表1 仙台市、富沢遺跡第121次調査のプラン ト・オパール分析結果

検出密度 (単位 :× 100個 /g)

地点名

分 類 群 (和名・学名)＼ 土 層

西 壁

5 7 10986０
●2

イネ科     Gramineac(Grasses)

イ ネ    0っ 駆 dαヶテッα(domestic ttce)

ヨシ属    励 rpg協滋∫(reed)

ススキ属型  ″,dcα乃滋″∫type

45   20    1δ    33                6    18

20    20    1θ     王3    49     δ    7θ    60    93

5    5    5         15   ユ7   35    δ

タケ亜科    Bambusoideae(Bamboo)

ネザサ節型  P′ιテοう肋∫勉∫sect.Nι そα∫α type

クマザサ属型 肋∫α(except〃″ わそ,M)type

その他    Ohers

5   50   37   27   59    6   47   36   ユ3

ユ97   2θ    47   99   89    ユ7   41    72     7

5ユ    Iθ    47   46   25     6   35    18    13

未分類等   UnknOwn 242  285  304   4=王    ユ48   4θ 7  528   422  393

プラント・オパール総数 5δ6   4ユ 0   4δ δ   δ23   386   4δθ   762   634   52θ

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/� ・cm)

イネ      0っπ∫所″α(domestic ice)

ヨシ属    励胞
=躍

滋s(reed)

ススキ属型  /isθα乃力
"s type

ネザサ節型  PJFiοう脇 才″s sect.Nc3s,type

クマザサ属型 肋 dα (except ri/α わそαd,)type

I.34   a59  a4δ    θ.97  0.00   θ.00   θ.ユ 7  a53   aθθ

I.28  1.26  θ.δδ  θ.84  3.12  0.37  4.44  3.8=   a89

aθδ  θ.θδ  aθ6  ο.θθ  θ.ユ8  a22  θ。44  θ.θ 7  aθθ

aθ2  0.24   θ.ユ 8   θ.ユ 3   θ.28   0.θ3   0.23   θ.ユ 7  αθδ

ユ.48   θ.15   0。 35   0.70   0.67  a13   θ.3ユ   θ.54   aθ5

タケ亜科

―

土  模     イ      ヨ      ス    ネ      ク      そ      未         イ      ヨ    ス ネ   ク
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図 1 宮沢遺跡第121次調査におけるプラントオパール分析結果
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宮沢121次 基本層序

洞ノロ8次2区 基本層序部分拡大

i.ヾ II lt● |

1学:辮
騨

4

１
諌

Ⅲ

　

　

　

Ⅳ

　

Ｖ

一

小鶴城跡

i lllノ ロ遺跡

下ノ内i市遺跡

富沢館跡

3 宮沢121次 9層水田跡全景 (弥生 ?)

ダ七進終vr辮

」
=ril言

略
一＃購
襲
一ド
轟
帯
4 富沢121次 5層木製品出土状況 (古墳～平安)

基本層序

9 北屋敷3次  基本層序 11 出土遺物 (中 近世∽磁器 )10 下ノ内浦6次 基本層序
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名減
跡

ヵ
迫退

ふ
収所

ふ り が な

所  在  地

コ ー  ド
北  緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

歿
跡

嚇
城

嘉
鶴

こ
小

宮城県仙台市

宮城野区新日3丁目35‐ 1

04100 01194 38° 16′ 40〃 140° 55′ 50〃

20010723.24
20010828

∫
ク∩∩1∩ R3∩

99nド
共同住宅
建設

準
跡
査

い
遺
調

●
口
次

の
８

め
洞
第

官城県仙台市

宮城野区岩切字観音前511他

04100 01372 38° 18′ 10〃 140° 57′40〃

０

　

　

０

０

　

　

０

０
´
　
　

う
考

1■ 01

11.27

300nF 宅地造成

婆
跡
査

い
遺
調

暁
敷
次

ャ
屋
３

誰
北
第

官城県仙台市

若林区六丁の目中町7‐ 12、 7‐ 13

04100 01220 38° 15′ 140° 56′40〃

2001.11.19

∫
20011126

73コご
店舗・個人
住宅付き
共同住宅建設

攀
跡
査

い
遺
調

え．
Ａ
次

だ
田

２

め
高
第

宮城県仙台市

若林区上飯田3丁目448‐ 1

04100 01256 38° 12′ 40″ 140° 55′ 30〃

2001.07.02

i

2001.07.13

115ポ 宅地造成

』
跡
査

い
遺
調

え．
Ａ
次

だ
田

３

紗
高
第

官城県仙台市

若林区上飯田3丁目448‐ 2C

04100 01256 38° 12/40〃 140° 55′ 30〃

2001.07.02

2001.07.03

21♂ 個人専用
住宅建設

撃
跡
査

い
迫逗
螂

韓
山

３９

勲
郡
第

官城県仙台市

太白区郡山5丁目151‐ 1

04100 01003 38° 12′ 50〃 140° 53′ 50〃

2001.05.28

;

20010530
74ポ 変電施設

建設

婆
跡
査い遺鰤

韓
山

４‐

勘
郡
第

宮城県仙台市

太白区郡山5丁目23雰ユ
04100 01003 38° 12′ 50〃 140° 53/50″

200107.30
∫

20010809
113♂ 事務施設

建設

富 沢 館 跡
宮城県仙台市

太白区富沢字舘32-1

04100 01246 38° 12′ 40〃 140° 52′

20011002
∫

20011004
63.5♂ 個人専用

住宅建設

連
跡
査”醸期

ノ

６

恥
下
第

宮城県仙台市

太白区長町南4丁目32‐6他

04100 01368 38° 12/50〃 140° 52′ 30〃

2001.06.04

∫
20010622

310ポ 共同住宅
建設

凛
跡
査”婚鰤

ネ
国

０

つ
奥

１

む
陸
第

宮城県仙台市

宮城野区宮千代1丁目
04100 01020 38° 15′ 140° 54′ 50〃

20010828
∫

200111.28
397ロド 道路改築

華
跡
査

い
迫逗
剤

謗
沢

２‐

あ
一申田
猪
カ

宮城県仙台市

太白区鹿野3丁目223-7他
04100 01369 38° 13/20〃 140° 52′ 30〃

200106.12
∫

20010829
130ぽ

共同住宅
建設

所】え遺跡名 種 男U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小鶴城跡 城舘跡 中世～近世 ? 溝跡・土坑 近世陶磁器

洞ノロ遺跡 水田跡 中世 水田跡・土坑 土師器.須恵器・中世陶器

北屋敷遺跡 屋敷跡 近世 溝跡・土坑 近世陶磁器

高田A遺跡 集落跡 古墳・平安 溝跡・土坑 土師器・須恵器

郡山遺跡 水田跡 弥生 ? 水田隊 石 器

富沢館跡 城舘跡 中世～近世? 溝跡 中世陶器

下ノ内浦遺跡 集落跡 中世～近世 ? ピット土坑。溝跡 土師器・須恵器・輸入磁器

陸奥国分尼寺跡 寺院跡 古代 柱穴・溝跡・土坑 瓦・土師器・須恵器

富沢遺跡 水田跡 弥生～近世 水田跡 土師器・石製品・木製品
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